
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 明星大学 
設置者名 学校法人明星学苑 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

理工学部 

総合理工学科 

物理学系 

夜 ・

通信 

53 

3 

10 66 

13 

 

総合理工学科 

生命科学・化学系 

夜 ・

通信 
12 68  

総合理工学科 

機械工学系 

夜 ・

通信 
14 70  

総合理工学科 

電気電子工学系 

夜 ・

通信 
39 95  

総合理工学科 

建築学系 

夜 ・

通信 
47 103  

総合理工学科 

環境科学系 

夜 ・

通信 
24 80  

人文学部 

国際コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 

6 

16 75  

人間社会学科 
夜 ・

通信 
14 73  

心理学科 
夜 ・

通信 
0 59  

日本文化学科 
夜 ・

通信 
40 99  

福祉実践学科 
夜 ・

通信 
82 141  

経済学部 経済学科 
夜 ・

通信 
－ 12 65  

情報学部 情報学科 
夜 ・

通信 
－ 26 79  

教育学部 教育学科 
夜 ・

通信 
－ 186 239  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
－ 42 95  
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デザイン学部 デザイン学科 
夜 ・

通信 
－ 111 164  

心理学部 心理学科 
夜 ・

通信 
－ 30 83  

教育学部 

（通信教育課程） 
教育学科 

夜 ・

通信 
2 － 12 14  

（備考） 

人文学部心理学科：平成 29年 4月 募集停止 

心理学部心理学科：平成 29年 4月 設置 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.meisei-u.ac.jp/shugaku-shien/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 明星大学 
設置者名 学校法人明星学苑 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
明星学苑について 

事業計画／報告（財務情報） 

https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 理事長 
2018.11.22～

2021.11.21 
全体総理 

非常勤 株式会社代表取締役 
2018.8.1～

2021.7.31 

組織運営体制のチェ

ック機能 

非常勤 税理士・公認会計士 
2018.8.1～

2021.7.31 

組織運営体制のチェ

ック機能 

非常勤 一般財団法人代表理事 
2017.4.1～

2020.3.31 

組織運営体制のチェ

ック機能 

非常勤 弁護士 
2017.4.1～

2020.3.31 

組織運営体制のチェ

ック機能 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 明星大学 

設置者名 学校法人明星学苑 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では、全学的に統一した書式で授業計画（シラバス）を作成している。記載項目と

しては、「科目名」「担当教員」「授業形態（講義、演習、実験・実習）」「授業科目の教育目

標」「授業計画・概要」「学生の行動目標・到達目標」「評価の方法・総合評価割合」「テキ

スト、教材、参考図書」「履修上の注意事項や学習上の助言」等であり、学生の授業科目受

講の準備や授業科目選択に資する内容となっている。 

シラバスの作成は、例年 12 月に、学長より本学の連絡調整機関である学部長会を通じ

て依頼される。シラバスは、おおよそ 1月から 2月に担当教員が作成し、その後、学部長

がシラバス記載内容の確認を行う。確認されたシラバスは、4 月初旬に本学の学生向けポ

ータルサイト「勉天」及び本学公式サイトにおいて学生に周知されるとともに、広く社会

に公表される。4 月初旬に公表することで、学生は履修登録前にシラバスを参照すること

ができる。 

通信教育課程では、開講科目全てにおいて科目概要を作成し、学生や外部へ公表してい

る。科目概要には、「担当教員名」「受講方法」「使用テキスト」「科目概要」「学習上の目標

（科目の到達目標、科目の学習要点事項）」「参考文献」「評価基準（レポート評価、科目終

了試験評価）」を掲載している。 

科目概要の作成は、例年 6月の通信教育代表委員会にて作成者が決まり、取りまとめ担

当教員より作成が依頼される。その後、担当教員が 10 月までに作成をし、通信教育課程

長が確認を行う。確認された科目概要は 1 月以降に紙媒体で、2 月以降に本学公式サイト

で公表される。 

 

授業計画書の公表方法 

公式サイト（学内者向け情報） 
https://www.meisei-u.ac.jp/student/ 
学生向けポータルサイト「勉天」 
https://benten.meisei-u.ac.jp/up/faces/up/co/Com02401A.jsp
公式サイト（通信教育部） 
https://www.meisei-u.ac.jp/dce/guide/syllabus_index.html）

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

厳格な成績評価を担保するために、全学的に、シラバスには「学生の行動目標・到達目

標」と「評価の方法・総合評価割合」の項目を設けている。記載内容は学部長が確認し、

不十分な場合には修正を求めることを徹底している。このように、あらかじめ設定した成

績評価の方法・基準により、厳格かつ適正に各担当教員が単位授与を行っている。 

また、大学設置基準等の単位制度の趣旨に沿うよう、授業時間外に必要とされる学習に

ついても、「その他、履修上の注意事項や学習上の助言など」という項目を設け、シラバス

に記載するよう教員へ周知している。成績評価についての異議申し立て制度も、明星大学

4



  

教則において規程上明確にすることで、厳格な成績評価の担保に資する体制を整備してい

る。これら成績評価については、『履修の手引』において学生へ周知している。 

通信教育課程では、レポートや科目終了試験においては科目概要で示している評価基

準、スクーリング（集中講義）においては講義要綱にて示している評価基準をもとに各担

当教員により厳格に評価を行っている。また、成績の評価に係る学生からの質問について

も、明星大学通信教育部教則において規程上明確にすることで、厳格な成績評価の担保に

資する体制を整備している。これら成績評価については、『履修の手引』において学生へ周

知している。 
 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価は、明星大学学則において、「各授業科目の試験成績の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ

又はＦで表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とし、Ｆを不合格とする」とし、合否判定科目の

成績評価、評価基準を定めている。 

現在は全学的にＧＰＡ制度を導入し、上記の成績評価をグレードポイントにより点数化

した上で、履修科目の１単位当りの成績平均点を求めたものを算出している。学生及び教

職員は、学生向けポータルサイト「勉天」にて、累積ＧＰＡと学期毎のＧＰＡを確認する

ことが可能である。 

この制度によって学生自身も自らの学習状況が把握できるとともに、教職員はこれによ

って教育指導の重要な資料とすることができる。ＧＰＡ制度については明星大学教則に定

め、その詳細については『履修の手引』に説明を記して学生への周知徹底を図っている。
 

区分 評価 評価基準 ＧＰ 

合格 

Ｓ 100～90 点 4.0 

Ａ 89～80 点 3.0 

Ｂ 79～70 点 2.0 

Ｃ 69～60 点 1.0 

不合格 Ｆ 

59 点以下 

試験欠席 

受験資格無 

0.0 

 

 

ＧＰＡ ൌ
4.0 ൈＳ取得単位数 3.0 ൈＡ取得単位数 2.0 ൈＢ取得単位数 1.0 ൈＣ取得単位数

総履修登録単位数െＧＰＡ対象外履修登録単位数
 

 

通信教育課程では、明星大学通信教育部教則において、成績の評価は、優、良、可、不

可で表し、優、良、可を合格とし、不可を不合格とすることを規定している。さらに、優

をＡ、良をＢ、可をＣ、不可をＤにそれぞれ読み替えることができると規定している。こ

れらを踏まえ、Ａ=3.0、Ｂ=2.0、Ｃ=1.0、Ｄ=0.0 と換算し、総履修登録単位数で除しＧＰ

Ａに準じた数値化をしている。この数値を用いることで成績の分布状況の把握を行なって

いる。 
 

区分 評価 評価基準 読み替え 

合格 

優 100～80 点 Ａ (3.0) 

良 79～70 点 Ｂ (2.0) 

可 69～60 点 Ｃ (1.0) 

不合格 不可 59 点以下 Ｄ (0.0) 
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客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

『履修の手引』（入学時に学生に配布） 
公式サイト（学則・教則） 
https://www.meisei-u.ac.jp/about/code.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

大学および学部等において、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を定め、『履修の手

引』及び本学公式サイトを通じて公表している。大学の学位授与方針の具体的な内容は次

のとおり。 
 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．実践的かつ体験的な学びを通じて知識・技能を能動的に修得して、多様な実践の場

で自ら課題を発見し、それを解決することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．国際化に対応する幅広い視野と多様性を受け入れる創造的思考力及び判断力を修得

して、地域社会の発展に寄与しながら、国際社会の発展にも貢献することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．学生同士並びに教職員との人格接触を伴う学修を通じ、自己を律するとともに自己

を確立し、自らの目標を明確に定め、社会に貢献することができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

４．多様な価値観を受け入れることができる自立した市民に相応しい幅広い教養を修

め、社会的倫理に従って自己を律しながら、多様なコミュニケーションの方法を用いて、

修得した教養を社会のために役立てられる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

５．国内外の社会に専門的技術・技能を以て貢献しうる証として種々の資格を取得して

いる。あるいは、資格化されていないものの、社会に貢献しうる技術・技能、又は技術・

技能の基礎を成す資質を修得している。 
 

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき行われる卒業判定・学位授与判定は、

教務企画課が学部学科の全卒業候補学生の単位修得等の卒業判定資料を作成し、これを各

学科及び専攻会議で検討し原案を作成、この原案に基づき学部教授会で審議をし、その結

果を受けて学長が決定している。 

また、通信教育課程では、通信教育部事務室が卒業判定資料を作成し、通信教育代表委

員会で審議をし、その結果を受けて学長が決定している。 

学位授与に関する条件は、明星大学学則及び明星大学通信教育部学則にて、在学年数及

び修得単位数、そして大枠の科目区分ごとの必要単位数を定めている。これを受けて、明

星大学教則及び明星大学通信教育部教則において、学部学科ごとに、具体的・詳細な必要

単位数の内訳等を定めている。これら規程で定められている卒業要件は、『履修の手引』等

を通じて学生に明示されている。 
 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

『履修の手引』（入学時に学生に配布） 
公式サイト（学則・教則） 
https://www.meisei-u.ac.jp/about/code.html 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 明星大学 

設置者名 学校法人明星学苑 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 
財産目録 https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 
事業報告書 https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 
監事による監査報告（書） https://www.meisei.ac.jp/mg/education/plan/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 
１ 明星大学の事業計画・報告および教育改革への取組 

（２）点検・評価・改善活動 

https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 理工学部総合理工学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

理工学部は、技術立国日本を支え、人類の豊かさに貢献するため、幅広い教養と、理学

と工学の知識と技術を基礎とした「科学する心」を持ち、自ら考え行動できる道義心の強

い技術者を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

総合理工学科においては、学科全体のとしての「卒業の認定に関する方針」ではなく、

次ページ以降の各学系において「卒業の認定に関する方針」を定めている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

理工学部は、「学ぶ意欲に火をつける体験学習」と「問題を発見し、解決できる実践力

を身に付ける専門教育」を柱に、理学と工学の基礎的な素養を修得させる「学科共通科目」、

専門領域の知識・技術を修得させる「学系科目」、そして学びの集大成としての「卒業研

究」に区分して体系的に教育課程を編成する。 

又、プロジェクト科目や実験・演習科目といった体験教育を重視し、コミュニケーショ

ン能力及びチームワークスキルを養う。更に、「学系横断プログラム」を設置し、学系の

枠にとどまらずに、より幅広い学問領域にわたる知識を修得させ、活躍できる分野の選択

肢を広げるための教育を行う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

総合理工学科においては、学科全体としての「入学者の受入れに関する方針」ではなく、

次ページ以降の各学系において「入学者の受入れに関する方針」を定めている。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科物理学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

物理学系では、自然界にある法則性を実験や観測により実証し、数学を活用して論理的

に理解するという態度を身に付けさせ、物事を探求する力を養う。『「科学する心」を持

ち、自ら考え行動できる道義心の強い人材』の理念のもとで、豊かな科学社会を支え、多

様化する現代の科学技術に適応できる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．実験・演習を通して物理学の基礎的な理解を深め、研究・開発・教育の現場で課題を

発見し、解決することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 
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２．科学、物理学の視点を持って研究を遂行し、地球規模の問題解決に寄与すると同時に、

修得した技術や知識をもって地域や社会に貢献することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．グループワークでの実験を通じ、他者と協働して問題解決に取り組むことができる。 

４．技術者・研究者・教育者としての倫理観を備え、行動することができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

５．物理学を体系的に理解し、身近な現象と結びつけて考えることができる。 

６．十分なコミュニケーション能力を有し、物理学の知識を他者に伝えることができる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

７．多様な実践の場で求められる実験・調査・データ解析の技術を身に付けている。 

８．数理的・論理的な思考能力を身に付けている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

物理学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目を

（１）学科共通科目、（２）物理学系科目、（３）卒業研究で編成する。更に物理学系科目

を①物理学系基礎、②物理学系応用に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）物理学系科目 

①物理学系基礎 

１年生から２年生にかけて開講される基礎科目で構成する。 

１年生に「基礎力学１・２」「基礎電磁気学１・２」を必修科目として配置し、自然現象

を根幹から理解する方法や、研究・開発・教育に必要な、実験・調査・データ解析の技術

と数理的・論理的な思考能力を修得させる。 

又、２年生に「解析力学１・２」「物理学実験１・２」等、多数の必修科目を配置し、グル

ープワークでの実験等を通じ、他者と協働した問題解決能力、得られた知識を他人に伝え

ることができる表現力、及びコミュニケーション能力を修得させる。 

②物理学系応用 

２年生から４年生にかけて開講される応用科目で構成する。 

３年生に「統計熱力学１・２」を必修科目として配置し、地域社会へ貢献することができ

るような技術や知識を修得させる。 

又、世界の共通言語である科学、物理学の視点を通し、地球規模の問題を考える能力を養

成する。 

（３）卒業研究 

４年生に「ゼミナール１・２」及び必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深め

させるとともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

（１）実践躬行 

実験・演習を通して物理学の基礎的な知識や技術を実践的に身に付けながら、学生が主体
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的に課題を発見し、探求できるような学修環境を整える。 

（２）幅広い専門分野の学び 

幅広い分野の選択科目を用意することによって、特定の専門分野にとらわれず、興味に沿

って一層広く深く物理学を学ぶ機会を提供する。 

（３）教育目標の達成度の検証による授業改善 

授業の教育目標の達成度を授業期間内に課題提出で確認し、授業改善に努める。 

（４）カリキュラムの体系性の検証 

物理学を学ぶのに必要な教育課程が体系化されているかどうかをカリキュラムマップ等を

活用して検証する。 

３．評価方法の考え方 

（１）授業の最終的及び中間的到達目標の明示 

授業の最終的な到達目標に向かう途中に課題提出を課し、それによって中間的到達目標を

受講生に明示することで公正な成績評価の基準を示すことに努める。 

（２）中間的到達目標のフィードバック 

提出課題への振り返りにより受講生にフィードバックを行い、最終的な到達目標の達成を

支援する。 

（３）中間的到達目標の測定による成績評価 

中間的到達目標に対応したレポートや試験によって、最終的な達成の度合いを総合的に判

断し、より客観的な成績評価を行うことに努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高等学校までの教育の成果として、大学において物理学を学ぶ際に必要な基本的な知識・

技能を修得している。 

・科学現象に対して、数理的・論理的に考える素養を備え、その考えを自身でまとめ、他

者に伝えることができる。 

・授業における実験・演習に積極的に取り組み、物理学の様々な問題に対して主体的に考

え、学ぶ態度を備えている。 

・本学で物理学を学ぶことによって自己実現し、他者とコミュニケーションしながら人や

社会に貢献しようという意欲を持っている。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科生命科学・化学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

生命科学・化学系では、生物科学及び分子化学に関する知識や技術を、講義や各分野で

の実験とプロジェクト活動を通して身に付け、これらの活動により、客観的・論理的に研

究を進める多角的な思考力を修得し、ライフサイエンス、ナノサイエンスの分野において

活躍する人材を育成する。又、教育界の人材需要を考慮し、現代科学の先端分野の知識を

有し、体験教育を実践できる教員養成にも取り組む。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．卒業研究を通して客観的な視点から課題を発見し、解決に至る方法を論理的に考える

ことができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．専門分野のみならず、関連分野にも積極的に関心を広げ、社会的要請に応えるための

思考力を身に付けている。 
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３．大学教育を通して培った知識や技術を活かし、産業界への貢献に寄与することができ

る。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

４．グループワークを含めた講義、実験を通して、協調性及び課題解決に取り組む姿勢を

身に付けている。 

５．研究者・教育者として、倫理的な行動を取ることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．専門科目での講義、実験から得た知識を基に、生命科学分野及び化学分野の基礎を理

解している。 

７．分子生物学を中心とした生命科学及び化学を体系的に理解し、産業界のみならず、社

会全般における両分野の重要性を認識している。 

８．論文や学会発表を通して学術成果を社会に発信し、還元できる能力を有している。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

９．文献調査及び技術情報の収集を通じて、実践的な技術や思考能力を身に付けている。 

１０．講義やゼミナールを通して、英語による情報発信能力を身に付けている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

生命科学・化学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学

科科目を（１）学科共通科目、（２）生命科学・化学系科目、（３）卒業研究で編成する。

更に生命科学・化学系科目を①生命科学・化学系基礎、②生命科学・化学系応用に区分し、

体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）生命科学・化学系科目 

①生命科学・化学系基礎 

１年生から２年生にかけて開講され、主に必修科目で構成する。 

１年生に「基礎生物科学１・２」「基礎化学１・２」、２年生に「分析化学１」「無機化学

１」等を必修科目として配置し、化学系の基礎科目及び生命科学系の基礎科目を通して、

生命科学・化学領域全般の基礎的総合知識を修得させる。 

②生命科学・化学系応用 

２年生から３年生にかけて開講される応用科目で構成する。 

講義科目のほか、２年生から３年生にかけて「化学・生命科学実験１～４」を必修科目と

して配置し、生物科学及び分子化学に関する知識と技術を、多彩な実験とプロジェクト科

目を通して学修させる。 

又、専門教育の補完、及び表現力養成の観点より、企業などの各分野より外部講師を適宜

招聘し、情報化社会における倫理観の養成に繋げる。 

（３）卒業研究 

４年生に「ゼミナール１・２」及び必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深め

させるとともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 
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２．教育方法の考え方 

（１）体験的学習環境の整備 

講義科目、実験科目及び卒業研究を通して、学生自身が主体的に知識や技術を身に付け、

積極的に研究課題に取り組める体験的な学修環境を整備する。 

（２）分野横断的な学び 

総合理工学科で開設している学系横断プログラムにより、環境化学を含めた分野横断的な

学びの機会を提供する。これらを通して、科学的思考に基づき、論理的なコミュニケーシ

ョンとプレゼンテーションができる能力を身に付けさせる。 

（３）カリキュラムの体系性の検証 

学系内で開設する教育課程が、各分野において基礎から専門へと体系化され、効率的な学

修が受講生により遂行されるようにカリキュラムマップ等を通しての検証を行う。 

３．評価方法の考え方 

授業の最終目標に向かうため、中間的到達目標を設定し、受講生の学ぶ意志を鼓舞するた

めにも適宜、到達度を明示する。客観的な成績評価を行うため、到達目標の達成度合を総

合的に判断する。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・生物科学及び分子化学に関する分野の高度な専門教育を受けるために必要な数学や理

科、特に生物や化学の基礎学力並びに幅広い教養を修得している。 

・習得した生物や化学の知識を活かし、身の回りの現象を科学的に捉えて、論理的に考察

することができる。 

・観察や考察した内容について、適切に文章などで表現し、他者に伝えることができる。 

・理科、特に生物や化学に関連する学問や実社会の諸問題に対し自ら主体的に考え、解決

に向けて必要な学習に真摯に取り組むための素養を備えている。 

・様々な考えを持つ多様な人々と協力し、理科、特に生物や化学に関連する分野で社会に

貢献したいという強い意欲を有している。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科機械工学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

機械工学系は、機械工学の基礎となる物理学と数学を理解し、設計を行う上で必要な材

料力学、熱力学、流体力学、機械力学、航空宇宙分野の基礎知識を修得して、新材料の開

発・研究及び新システムによる制御や人工知能に至るまでの最新技術を学び、さらに、関

連する分野に興味を持ち、機械・航空宇宙を中心とした産業の持続的発展への探求心・好

奇心・責任感・実践力のある人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．機械工学分野の課題を探求し、その課題を分析し、技術的解決への道筋を見つけ、解

決することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．関連する分野を理解し、判断・行動することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．工学的な問題に対して倫理観・責任感をもって誠実に対応することができる。 

【知識・理解・表現】 
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（社会を支える幅広い教養） 

４．基礎となる物理学と数学を理解し、応用することができる。 

５．専門領域において、基礎的知識から最新技術までを理解し、製品設計などに適用でき

る能力を身に付けている。 

６．プレゼンテーションで自らの考えを端的に発表・説明することができる。 

７．関連する研究分野の文章の読み書きや質問に対して、誠実に説明・議論することがで

きる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．要求に応える性能を有した機械設計を行うことができる。 

９．設計上の制約条件に基づいた計画を行い、時間的な制約も守ることができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

機械工学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目

を（１）学科共通科目、（２）機械工学系科目、（３）卒業研究で編成する。更に機械工学

系科目を①機械工学系基礎、②機械工学系応用に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）機械工学系科目 

①機械工学系基礎 

２年生に開講され、主に必修科目で構成する。 

必修科目として配置する「材料力学１・２」「熱力学１・２」「機械力学１・２」「流体力

学１・２」の４つの力学を柱として、４年生の「卒業研究」まで、ものつくりのための技

術を養成する。又、理工学全般及び機械工学系での関心を喚起させる。 

②機械工学系応用 

３年生に開講される応用科目で構成する。 

「機械工学系実験１・２」「機械設計製図１」を必修科目として配置し、技術の修得を通

した自立した社会人として、将来について考えさせ、社会において果たす役割を自覚させ

る。 

（３）卒業研究 

４年生に必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深めさせるとともに、４年間の

学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

（１）プロジェクト科目における学び 

「プロジェクト１（１年生）～６（３年生）」、各テーマについて実践的に修得すること

によって、より専門技術を具体的に学修させる。 

（２）学系横断プログラムによる学び 

機械工学系では、「社会エネルギー工学プログラム」を設置して幅広い学問領域を学修さ

せる。 

（３）カリキュラムの体系性の検証 

それぞれの教育課程が体系化されているか、又それぞれが教育目標の達成に有効であるか

どうかをカリキュラムマップなどを活用して検証する。 
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３．評価方法の考え方 

（１）授業の最終的及び中間的達成目標の明示 

授業の最終的な達成目標に向かう途中に複数の中間的到達目標（以下「チェックポイント」

と言う）を設定し、それを受講生に明示することで構成な成績評価の基準を示すことに努

める。 

（２）チェックポイントのフィードバック 

チェックポイントの到達度を受講生にフィードバックすることによって、最終的な到達目

標の達成を支援する。 

（３）チェックポイントの測定による成績評価 

チェックポイントの測定によって最終的な到達目標の達成度合いを総合的に判断し、より

客観的な成績評価を行うことに努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高等学校までの教育の成果として、大学における教養教育及び機械工学系の専門教育を

受けるために必要な数学、物理等の基本的知識・技能を習得している。 

・世界的な実社会での課題や問題を理解し、その技術的背景等を論理的に考える素養を備

え、その考えを自身でまとめて、他者に伝えることができる。 

・実験実習においては協働して能動的に取り組み、様々な問題を発見、又、解決しようと

する主体性を備えている。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科電気電子工学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

電気電子工学は、数学、物理学に基づいた基礎技術分野と、日々進化する新技術分野が

有機的に結びついて、新たな技術分野へと発展していく特徴を持っている。現在、電気電

子工学が適用される技術は、社会インフラ、エネルギー、情報通信をはじめとした、生活

のあらゆる局面にて必要不可欠となっている。このような背景のもと、電気電子工学系で

は学生に基礎技術と関連する周辺技術を修得させ、多様な実業分野で活躍する人材を育成

する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．目標と現実の差異を客観視することで、課題を発見することができる。 

２．発見した課題を、従来の経験や既存の理論をそのまま適用するのではなく、自身の力

で実際に一つ一つ解決することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

３．電気電子工学領域のみならず、さまざまな領域に関心を持ち、絶えず自己研鑽し、専

門家としての姿勢を有している。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

４．物事を論理的に分析し、迅速に問題解決に向けた判断を行うことができる。 

５．電気電子工学にとらわれない独創性や創造性に富む発想力を有している。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．電気電子工学領域の基礎知識群とそれを基礎とした研究活動から生じる学術成果を獲

得している。 
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７．学術成果を社会に積極的に発信し、社会で生じている諸問題の解決に応用することが

できる。 

８．異文化を理解するための幅広い教養を身に付けている。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

９．設備・機器から得られた情報を有用化し、その中から規則性を論理的に分析し、必要

な技術を生み出すことができる。 

１０．日本語による論理的な発表・討議を行う技術を有し、外国語においても実現可能な

コミュニケーション能力を有している。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

電気電子工学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科

科目を（１）学科共通科目、（２）電気電子工学系科目、（３）卒業研究で編成する。更に

電気電子工学系科目を①電気電子工学系基礎、②電気電子工学系応用に区分し、体系的に

教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）電気電子工学系科目 

①電気電子工学系基礎 

１年生から２年生にかけて開講される基礎科目で構成する。 

２年生に「電磁気学」「電気回路学」等を必修科目として配置し、実習・演習等を通じて、

さまざまな内容に関心をもち、絶えず自ら自己研鑽することで、自らの周囲、社会への貢

献を意識させる。 

②電気電子工学系応用 

２年生から４年生にかけて開講される応用科目で構成する。 

３年生に「電力電子実験」を必修科目として配置し、プロジェクト科目等の実習科目を通

じて、自立した学習の態度を身に付け、更に自分の将来における社会の中の位置づけを意

識させるようにする。 

又、電気電子工学で修得する数学的思考力、物理学的思考力、システム工学的思考力を用

いて、地域の課題に積極的に取り組み、課題に直面した際に、物事を論理的に分析し、迅

速に問題解決に向けた判断を行わせるようにする。 

（３）卒業研究 

４年生に「ゼミナール１・２」及び必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深め

させるとともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

（１）自己実現力を持った技術者の育成 

プロジェクト活動をはじめとした課外の活動を励行し、各学生の習熟度に応じて目標を与

え、その目標への実現方法を具体化することで、自己実現を行う力を有する電気電子技術

者を育成する。 

（２）複数技術分野に通用する技術者の育成 

電気電子工学系の基本的な学修を踏まえ、一つの技術分野に特化することなく、エネルギ

ー関連分野、電子デバイス分野、電気材料分野、ロボティクス分野等の電気電子工学が守
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備範囲とする幅広い分野に通暁した電気電子技術者を育成する。 

（３）資格取得の奨励 

在学中に単位を取得することで資格の取得が有利になる認定制度（例：電気主任技術者）

を活用して、学生への資格取得を奨励し、実務に強い電気電子技術者を育成する。 

３．評価方法の考え方 

（１）授業の最終的及び中間的達成目標の明示 

授業の最終的な達成目標に向かう途中に複数の中間的到達目標（以下、チェックポイント）

を設定し、それを受講生に明示することで公正な成績評価の基準を示すことに努める。 

（２）チェックポイントのフィードバック 

チェックポイントの到達度を受講生にフィードバックすることによって、最終的な到達目

標の達成を支援する。 

（３）チェックポイントの測定による成績評価 

チェックポイントの測定によって、最終的な到達目標の達成度合いを総合的に判断し、よ

り客観的な成績評価を行うことに努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高校卒業レベルの幅広い知識と、高校課程で物理・数学ⅡB・Ⅲを履修し、身に付けてい

ること。 

・電気電子工学領域の基礎知識群とそれを基礎とした研究活動から生じる学術成果を獲得

し、その成果を社会に積極的に発信するとともに、社会にて生じている諸問題の迅速な解

決に応用する技能を有すること。 

・知識・技能を活用して自ら課題を発見し、その解決に向けて迅速に判断し解決する思考

力を有すること。 

・電気電子工学で修得する数学的思考力、物理学的思考力、システム工学的思考力によっ

て、課題に直面した際に、物事を論理的に分析し、迅速に問題解決に向けた判断を行う能

力を有すること。 

・電気電子工学領域の基礎知識群とそれを基礎とした研究活動から生じる学術成果を社会

に積極的に発信並びに表現できること。 

・電気電子工学の範囲のみならず、さまざまな内容に関心をもち、絶えず自ら自己研鑽す

ることで、自らの周囲、社会への貢献及び国際的な観点からプロフェッショナルな仕事を

意識する専門家としての姿勢を有すること。 

・電気電子工学にとらわれない独創性や創造性に富む発想力を有すること。 

・異文化を理解するための幅広い教養を身に付け、時代の変化に合わせ、積極的に社会と

融和し、発展・改善してゆく資質を有すること。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科建築学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

建築学系では、建築学領域の基礎知識と応用知識に加え、建築学領域のみならず幅広い

知識を修得させるため、体験的・実習的な教育研究をはじめ、学生個々の資質を伸ばしな

がら総合的に技術を身に付けさせるための教育研究、自己実現と社会貢献ができる技術者

の養成を目的とした実践的な教育研究を通じて、「幅広い職業人」を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．自主的な行動力により、実務的なさまざまな課題を発見し、解決する力を身に付けて 
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いる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．グローバルに対応できる幅広い視野と多様性を持った思考力と判断力を修得し、地域

社会の発展への貢献とともに、地域社会と世界を結びつける力を身に付けている。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．講義や実験・実習、卒業研究を通して、建築学領域の知識を探求し、自らと他者との

協調性を高め、自らの将来の夢や方向性を明確にすることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

４．実践的・体験的な授業を通じて、建築学領域の基礎から応用までの多様な知識を修得

している。 

５．建築学領域の課題に対して解決方法を見つけ、図面や資料として表現することができ

る。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

６．建築学領域における実務的な課題を解決する技術・技能を有している。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

建築学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目を

（１）学科共通科目、（２）建築学系科目、（３）卒業研究で編成する。更に建築学系科目

を①建築学系基礎、②建築学系応用に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）建築学系科目 

①建築学系基礎 

１年生から２年生にかけて開講される基礎科目で構成する。 

１年生に「造形デザイン演習」、２年生に「建築設計製図１・２」等の必修科目を配置し、

建築分野に必要な専門分野を体系的に学び、実践的な専門知識と技術力を養成する。 

又、建築分野に近接する学問領域を学ぶことで、将来活躍できる分野の選択肢を広げる。 

②建築学系応用 

３年生に開講される応用科目で構成する。 

「建築構造解析」「建築施工管理」等の必修科目を配置し、修得した専門知識や技術力を

総合的能力として発揮できる機会を設け、社会で要求される建築設計者・技術者を養成す

る。 

（３）卒業研究 

４年生に「ゼミナール１・２」及び必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深め

させるとともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

（１）建築分野の体系化と体験的教育の融合 

建築分野を「設計・デザイン」「構造・材料」「環境・設備」の３分野に分け、それぞれの
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分野に必要な専門知識を身に付けながら、様々な課題に対応できる力を磨くことのできる

協同作業や現場体験の場を提供する。 

（２）学系横断プログラムの活用 

建築学系の基本的な学修を踏まえ、環境科学系の気象・環境分野と連携実施する「都市建

築環境学プログラム」を活用し、発展的な学びを通して環境分野に強い建築技術者を育成

する。 

（３）地域社会との連携 

地元の建築技術者による技術指導など、地域社会連携と体験的教育とを結び付けて実践す

る学修環境を提供する。 

３．評価方法の考え方 

（１）授業の最終的及び中間的到達目標の明示 

授業の最終的な到達目標に向かう途中に複数の中間的到達目標を設定し、それを受講生に

明示することで公正な成績評価の基準を示すことに努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高等学校までの教育を幅広く学び、建築学を学ぶ上で必要となる基礎学力を有している

人。 

・新しい生活スタイルや造形、技術に対して、関心をもち、習得した知識と技能をもって、

課題解決のための地道な努力を続けることができる人。 

・社会の課題や問題に対して、正しく、的確な情報を収集し、論理的に考え、自ら判断す

ることができる人。 

・建築は創造に関わる分野であるため、自らの考えやアイデアを自分の言葉でまとめ、他

者に対して、正しく、的確に表現することができる人。 

・建築の仕事は常に多くの人との協同作業であるため、自分と異なる他者の考えや価値観

を尊重でき、人と協調的な関係を築こうとする意志がある人。 

・建築は人が生活する場であり、又建築は社会と環境を構成する。社会的問題に関心をも

ち、自らが修得した専門知識・技術を活かし、人や地域社会、環境に貢献したいという意

欲がある人。 
 

 

 

学部等名 理工学部総合理工学科環境科学系 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

環境科学系が目指す人材は、生活者として環境に配慮し、職業を通じて環境保全のため

の社会貢献ができる知識と実行力を持つ技術者である。環境問題は、生産や流通の場にお

いて解決や改善を図ることが可能なものが多いが、環境科学系の卒業生が志向するところ

は、環境問題をより総合的にとらえることが要求される職場である。基礎学力の充実を図

り、その上で実践的な専門知識と高い技術者倫理を備え、環境問題を解決する強い意思と

能力を持った人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．環境問題における解決すべき具体的な課題を抽出・分析し、課題に関わる制約条件を

考慮した解決策を計画的に立案することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．人間社会と環境の関わりについて、地球的視点に立って観察する知識と環境を保全す

る行動力を備え、地域及び国際社会に貢献することができる。 
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【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．環境技術が社会の持続的発展の基本であることを認識している。 

４．技術者倫理に基づき行動し、将来にわたり技術者として活躍するため持続的に研鑽し、

他者と協働することができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

５．環境技術者に必要な基礎学力とその応用能力を有している。 

６．環境技術分野において必要な専門的知識とその応用能力を有している。 

７．環境技術分野の情報や意見を的確に理解し、他者に伝えることができる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．環境技術を応用するにあたり必要なハードウェア・ソフトウェアを利用する能力を有

している。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

環境科学系では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目

を（１）学科共通科目、（２）環境科学系科目、（３）卒業研究で編成する。更に環境科学

系科目を①環境科学系基礎、②環境科系応用に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科共通科目 

学科共通科目は、「導入前科目」「基礎科学科目」「プロジェクト科目」「理工学実験」

「キャリア教育科目」「教職基礎科目」で構成し、理学と工学の基礎的な素養を修得させ

る。 

必修科目として、基礎科学科目の「基礎代数学１」「基礎解析学１」、プロジェクト科目

の「プロジェクト１～６」及び理工学実験の「理工実験実習１・２」を配置し、数学的思

考力の基礎をはじめ、各学系における実践的能力、実験を通じた専門分野の基礎を修得さ

せる。 

（２）環境科学系科目 

①環境科学系基礎 

１年生から２年生にかけて開講され、主に必修科目で構成する。 

２１世紀の環境技術者は、環境に関連する調査・情報処理と環境保全技術の両分野に精通

することが求められることを踏まえ、１年生に「環境基礎ゼミ」、２年生に「基礎環境化

学」等の必修科目を配置し、各専門分野の内容を理解するとともに、取り組むべき課題を

見出し、継続的に学修することの意味と将来の進路を意識付ける。 

②環境科学系応用 

２年生から４年生にかけて開講される応用科目で構成する。 

３年生に「環境アセスメント」を必修科目として配置し、効果的な環境保全のための解決

方策の立て方を修得させる。 

（３）卒業研究 

４年生に「ゼミナール１・２」及び必修科目「卒業研究」を配置し、学系の専門性を深め

させるとともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

学系の教育は、到達目標の設定（Plan）、教育の手段・実施（Do）、目標達成の評価（Check）

及び教育方法の改善（Act）からなる PDCA サイクルに基づき実施する。これらは JABEE の

技術者教育認定基準（基準１～４）にも対応している。 

（１）到達目標の設定（Plan）（基準１ 学習・教育到達目標の設定と公開） 

学系が養成を目指す技術者像を定め、卒業時に学生が身に付けておくべき知識・能力とし

て学習・教育到達目標「E-ECOSHIP」を設定し、公開する。 
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（２）教育の手段・実施（Do）（基準２ 教育手段） 

学習・教育到達目標を達成できるよう教育課程（カリキュラム）を編成し、学生の主体的

な学習と到達目標の達成状況の点検を促し、そのための適切な教育組織、学生受け入れ及

び教育環境等を確保する。 

（３）目標達成の評価（Check）（基準３ 学習・教育到達目標の達成） 

学習・教育到達目標の達成を評価するため、科目ごとにシラバスに示した評価方法・基準

に従って単位認定を行い、又達成度を総合的に評価する方法と基準を定め、卒業生全員が

到達目標を達成していることを保証する。 

（４）教育方法の改善（Act）（基準４ 教育改善） 

学習・教育到達目標の達成度の評価結果に基づき、教育活動を点検・改善する仕組みを作

り、又社会の要求や学生の要望にも配慮しつつ、教育活動の継続的な改善を行う。 

３．評価方法の考え方 

学習・教育到達目標「E-ECOSHIP」を達成するため、科目ごとにシラバスに具体的な到達目

標との関係、評価方法・基準を定め、更に個々の科目で修得した知識・能力により８つの

学習・教育到達目標に対するそれぞれの達成度を総合的に評価する「学生別達成度評価シ

ステム」を構築する。このシステムを使って、学生は学期又は学年ごとにそれぞれの中間

的な達成度を把握し、自身の弱点や今後取り組むべき到達目標を知り、効率的な学習計画

を立てることができる。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・大学における教養教育及び環境科学系の専門教育を受けるために必要な基礎的な知識を

修得している。 

・人間社会と環境のかかわりに関心を持ち、そこにある問題等を考える素養を備え、自身

の意見をまとめ、伝えることができる。 

・大学での学びに積極的に取り組み、環境分野において社会に貢献したいという強い意欲

を有している。 
 

 

 

学部等名 人文学部国際コミュニケーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

国際コミュニケーション学科は、幅広い教養を身に付け、コミュニケーション・言語研

究・異文化理解の領域を横断的に学ぶことを通して、豊かな専門的力量を有し、他者と積

極的に関わりながら、互いに理解・協力して問題解決を図り、ビジネス・教育・国際協力

などの分野で社会貢献できる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．主体性と目的意識をもって情報を収集・分析し、課題を発見することができる。 

２．知識・技術・技能を総合的に活用し、主体的・積極的に課題解決に取り組むことがで

きる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

３．様々な目的・場面に応じて、柔軟に思考・判断することができる。 

４．幅広く多様な視点に立ち、矛盾や問題点を明らかにする分析能力と、問題解決に主体

的に取り組む実践力を有している。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 
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５．他者と協調・協働するための円滑なコミュニケーションを図ることができる。 

６．遵法精神をもって、組織で問題解決を図ることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

７．異文化を理解し、言語・文化的な幅広い知見・教養を備えたコミュニケーション能力

を身に付けている。 

８．組織や社会で必要となる文章の読解と作成ができる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

９．グローバル化した社会において、日本語、英語又は中国語の言語システムを理解し、

活用できる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

国際コミュニケーション学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成する

ために、授業科目を（１）学科科目、（２）学部共通科目で編成する。更に学科科目を①

必修科目、②選択必修科目、③選択科目に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科科目 

①必修科目 

１年生から４年生にかけて開講される下記科目で構成する。 

１年生に「基礎研究」、２年生に「専門基礎研究Ａ・Ｂ」、３年生から４年生にかけて「専

門研究１～４」を配置し、多様な人々と円滑にコミュニケーションする方法、又、その為

に必要な幅広い知見を身に付けさせる。 

又、４年生に「卒業研究」を配置し、個々の文献読解や論文課題を通じて文章によっても

自身の意見、考えを表現し、幅広い視点に立って思考・判断、分析する力を養う。 

②選択必修科目 

１年生から２年生にかけて「コミュニケーション英語／中国語１Ａ～２Ｆ」を配置し、１

言語を選択履修させる。個別学修及び他者との実践的なコミュニケーション活動、協働的

タスク・プロジェクトを通じて、日本語そして英語・中国語を社会で運用する力を養う。 

③選択科目 

１年生から３年生にかけて開講される科目で構成する。 

「フィールドワーク」、「サマースクール」、「留学」等の科目を配置し、実践的な学び・

活動を通じて、多様な文化、習慣、考え方に触れる機会を多く作り、自ら課題を発見し、

解決する力を養う。又、グループワーク及び個々の学修を通じて、他者と円滑にコミュニ

ケーションしながら組織で問題解決していく態度・方法を養う。 

（２）学部共通科目 

人文学部の各学科から提供される科目群である。他学科科目の履修をすることにより、幅

広い知識・能力を涵養し、自学科の学修に新たな視点と広がりを与えることを目的とする。 

２．教育方法の考え方 

（１）グループ内、グループ間の協働、話し合い、発表を主体とした教育を行う。 

（２）グループ活動での学びや気づきが多い体験を通して、自律的な学修を促進する。 

（３）タスク・プロジェクト遂行型の活動を積極的に行う。 

３．評価方法の考え方 

（１）課題に対する日々の取り組みを重視して成績評価を行う。 

（２）最終テストのみならず、課題、各授業活動への参加姿勢・態度等を総合的に加味し

て成績評価を行う。 

（３）タスク・プロジェクトベースの科目においては、教員のみならず、複数の人々によ

る評価・意見を総合的に考慮して成績評価を行うこともある。 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・基礎的な教養を持っている人。英語又は中国語の学修、そして、異文化理解に対して強

い意欲を持っている人。 

・グローバルに活躍する将来像を持った人。社会で使えるコミュニケーション能力を持っ

ている人。 

・自分の考えや行動に責任を持ち、しっかり自己管理ができる人。留学やグループワーク

などの体験学習を通して、社会人基礎力を伸ばせる人。 
 

 

 

学部等名 人文学部人間社会学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

人間社会学科は、幅広い教養及び社会学的な思考と社会調査に関する専門知識を有し、

市民生活において主体的に物事に関心を持ち、多様な他者の存在を受け入れながら、論理

的かつ複眼的な視点から問題を解明する社会学的視点を身に付け、不断に自分の人生をデ

ザインできる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．現実の社会的な問題を認識し、問題に対処することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．社会的事象を、広い視野から論理的に考察することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．自分の考えを明確にすることができる。 

４．多様な他者と協働して、問題解決にあたることができる。 

５．不断に自分の人生をデザインすることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．社会学の専門的知識を修得している。 

７．多様な他者の存在を理解することができる。 

８．自分の考えを他者に伝えることができる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

９．社会調査の技法を理解し、活用することができる。 

１０．社会的事象を、実証的に分析することができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

人間社会学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するため、授業科目

を（１）学科科目、（２）学部共通科目で編成する。更に学科科目を①基礎科目、②専門

科目、③応用科目、④社会調査関連科目に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）学科科目 

①基礎科目 

１年生から４年生にかけて開講され、主に必修科目で構成する。 
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１年生に「レポート作成とプレゼンテーション」「社会学への招待Ａ・Ｂ」等の科目を必

修科目として配置し、自立した学習の態度や基礎的な学習スキルを育成するとともに、社

会学的な考え方を基礎づけている理論・学説史的背景についての学びを通して、２年生以

降に学修する専門分野への興味や関心を喚起する。 

続いて、２年生に「社会学原論Ａ・Ｂ」を必修科目として配置し、社会学理論の基礎を修

得させる。 

又、２年生から３年生にかけてゼミナール形式の「社会学研究１Ａ・１Ｂ・２Ａ・２Ｂ」

を必修科目として配置し、発表や他者との議論を通じて、他者へ自身の考えを表現する力

とコミュニケーション力を養成する。 

最後に、４年生に「卒業研究」を必修科目として配置し、学科の専門性を深めさせるとと

もに、４年間の学修の集大成として卒業論文を完成させる。 

②専門科目 

多岐にわたる社会学の専門分野のコアとなる科目群である。全て選択科目で構成し、学生

の興味や関心に応じた履修を通して、社会学的分析の基礎を修得させる。 

③応用科目 

社会学の方法論を応用して多様な社会事象の分析を行う科目群である。全て選択科目で構

成し、学生の興味や関心に応じた履修を通して、社会学理論の活用法を修得させる。 

④社会調査関連科目 

社会調査士資格取得に関する科目で構成する。必修科目の「社会調査法Ａ・Ｂ」で社会調

査の基礎を学び、選択科目として配置する統計関連科目の履修を通して、統計分析の手法

を修得させる。更に選択科目の「社会調査実習」において、学修した知識や方法論を用い

た社会調査を実践させ、社会調査士に求められる専門的知識とともに、社会に貢献できる

能力を養成する。 

（２）学部共通科目 

人文学部の各学科から提供される科目群である。他学科科目の履修をすることにより、幅

広い知識・能力を涵養し、自学科の学修に新たな視点と広がりを与えることを目的とする。 

２．教育方法の考え方 

（１）実践躬行（アクティブ・ラーニング等） 

社会調査実習及び各学年のゼミを中心とする科目群において、アクティブ・ラーニング等

を通して、実践的かつ能動的な知識や技術を身に付けながら、学生自身が課題を発見し、

その解答を探求する体験的な学修環境を整える。 

（２）分野横断的な学び 

各自の希望する進路に即したコースの科目を中心に履修させると同時に、社会学における

さまざまな研究分野についても広く学ぶ機会を提供することにより、学生の視野を広げる。 

（３）地域社会との連携 

地域社会の人々と連携し、協働することを通して、実践的な学修を促進する。 

（４）教育目標の達成度の検証による授業改善 

授業の教育目標の達成度を科目毎に適切な方法で把握し、不断の授業改善に努める。 

３．評価方法の考え方 

授業科目の最終的な到達目標の達成を支援するため、中間的な到達目標及び公正な成績評

価基準を明示した上で、適切なタイミングで受講生にフィードバックを行うとともに、科

目毎に適切な方法を用いて到達状況を把握し、評価を行う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高等学校までの教育の成果として、大学における教養教育及び専門教育を受けるために

必要な知識・技能を修得している。 

・物事について論理的に考えようとする強い意欲を有している。 

・社会調査の方法に関心をもち、その方法を用いて社会的事象を分析したいという強い意

欲を有している。 

・大学での学びを経て自己を確立し、人生について真摯に考えようとする強い意欲を有し
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ている。 

・現実の社会的な問題に関心をもち、さまざまな問題の解決に向けた行動をとるための素

養を備え、他者と協働して取り組みたいという強い意欲を有している。 

・論理的に考えようとする素養を備え、自分の考えをまとめる意欲をもち、他者に伝える

ことができる。 

・多様な他者への関心を有している。 
 

 

 

学部等名 人文学部日本文化学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

日本文化学科は、幅広い教養を身に付け、日本の伝統文化を深く理解し、それを継承発

展させ、伝統的側面と比較文化的側面の両面から、世界の中の日本文化の立場と意味を理

解し、その独自性と普遍性を積極的に広く発信でき、自らの考えについて的確な日本語運

用能力をもって表現できる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．体験学習及び演習等での能動的な学修を通じ、伝統文化の保存や現代文化の活性化の

ための課題を見つけ、それを解決することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．日本の伝統文化の形成過程について正しく理解し、日本の伝統文化の多様性を具体的

に述べることができる。 

３．日本の代表的な作品や文章を自らの力で正確に読解できる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

４．日本の伝統文化とその多様性に興味を持ち、体験を通じて学ぶ姿勢を有している。 

５．日本の現代文化及びそれに影響を与えた外国文化に強い興味・関心を寄せることがで

きる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．日本語のしくみについての基本的な知識を身に付けている。 

７．海外を含む多様な人とコミュニケーションがとれ、自分の理解や意見を正確に発信で

きる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．日本の伝統文化における課題について説明することができる。 

９．外国文化との交流を踏まえて、日本の現代文化の課題について説明することができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

日本文化学科の授業科目は（１）学科科目、（２）学部共通科目で構成される。学科科目

は①基本科目群、②伝統文化科目群、③現代文化科目群に分けられ、それぞれの科目群を

履修し、体系的・総合的に日本文化を学ぶことにより、ディプロマ・ポリシーを達成し人

材を養成する。 
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（１）学科科目 

①基本科目群 

基本科目群の多くは必修科目であり、１年生から４年生にかけて履修する。 

１年生で「日本語レベルアップ１・２」、「古文入門」「漢文入門」で基本的な日本語の技

能を高め、「日本文化体験」等で日本文化に関する基本的知識を獲得する。 

２年生で「古典文化基礎演習１・２」等、３年生で「日本文化演習１・２」の演習科目を

必修科目として履修し、日本文化の専門知識を得ると共に独自の研究を行う技能を養うこ

とにより、４年生で履修する「卒研演習」につなげ、卒業論文を執筆する能力を獲得する。 

日本語運用能力を磨いてコミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力を高め、日

本文化を深く理解し国内外の多方面に発信できる人材を養成する。 

②伝統文化科目群 

伝統文化科目群は歴史、古典文学、伝統芸能に関する選択科目から構成される。１年生配

当科目として「歴史入門Ａ・Ｂ」等の入門的な科目、２年生・３年生配当科目として「古

文書学」「江戸文化論」等のより専門的な知識を得るための科目がある。古典文学や歴史

史料を読解する技能と研究能力を養う。 

③現代文化科目群 

現代文化科目群は近現代日本文学、日本語、視覚文化に関する選択科目から構成される。

１年生配当科目として「日本文学概論」等の入門的な科目、２年生・３年生配当科目とし

て「近代文学」「映画芸術論」等のより専門的な知識を得るための科目がある。近現代の

文化と文学を研究するための知識と技能を養う。 

（２）学部共通科目 

人文学部の各学科から提供される科目群である。他学科科目の履修をすることにより、幅

広い知識・能力を涵養し、自学科の学修に新たな視点と広がりを与えることを目的とする。 

２．教育方法の考え方 

（１）実践躬行（アクティブ・ラーニングなど） 

日本文化の体験や古典・近現代文学の精読を通じて学生が実践的に日本文化を学び、自主

的に研究課題を発見し研究できる能力を養うための学修環境を整える。 

（２）分野横断的な学び 

学部共通科目や全学共通科目を通じて、日本文化以外の様々な専門領域の学修を行うこと

により、学際的な視点を養う機会を提供する。 

（３）地域社会との連携 

「日本文化研究」などの科目や演習科目においてフィールドワークを行い、地域社会との

連携を通じて、学内だけでは学ぶことのできない実践的な学修を促進する。 

（４）教育目標の達成度の検証による授業改善 

授業の最終的な教育目標を達成するための要件をシラバスに示し、各回の授業内容がそれ

らの要件を満たすかどうかを授業担当者が検証することにより、不断の授業改善に努める。 

（５）カリキュラムの体系生の検証 

学科の教育課程が体系化されているか、又それが教育目標の達成に有効であるかどうかを、

カリキュラムマップ等を活用して検証する。 

３．評価方法の考え方 

（１）授業の最終的及び中間的到達目標の明示 

達成度が評価される科目においては、授業の到達目標までの行程に複数の中間的到達目標

（以下「チェックポイント」と言う）を設定し、それを受講生に明示することで公正な成

績評価の基準を示す。 

（２）チェックポイントのフィードバック 

本評価方法が適合する科目では、チェックポイントの到達度を受講生にフィードバックす

ることによって、到達目標の達成をより具体的に支援する。 

（３）チェックポイントの測定による成績評価 

達成度が評価される科目では、チェックポイントの測定によって到達目標の達成度合を判

断し、より客観的かつ公正な成績評価を行うことに努める。それ以外の科目でも、各授業

担当者が客観的かつ公正な成績評価を行うことに努める。 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・日本の言語や文学、歴史、芸術についての基本的な知識を有している。 

・日本文化の事象を多面的かつ論理的に考察することができ、その考えを的確に表現し、

伝えることができる。 

・国内外を問わず、文学や言語、芸術等の様々な社会的文化現象に興味があり、みずから

文化に触れる能動性を有している。 

・積極的に他者と関わり、対話を通して相互理解に努めようとする態度を有している。 
 

 

 

学部等名 人文学部福祉実践学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

福祉実践学科は、幅広い教養と福祉分野の素養を基礎に専門的力量を有し、福祉の視点

と技術を活用できる福祉社会人と、ソーシャルワークの専門性を備えた実践力のある福祉

職業人を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．多様な実践の場で自ら地域社会における福祉的課題を発見し、それを解決することが

できる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．社会福祉の視点をもとに、社会的倫理及び国際化に対応する幅広い視野と多様性を受

け入れる創造的思考力及び判断力を修得している。 

３．福祉社会人あるいは福祉職業人、市民として、誰もが住みやすい地域社会づくりに関

するニーズの着眼力を修得している。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

４．学生同士並びに教職員、当事者、福祉専門職、企業職員、地域住民との人格接触を伴

う学修を通じ、自己を律すると共に自己を確立している。 

５．自らの目標を明確に定め、福祉社会人や福祉職業人、市民として社会に貢献すること

ができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．多様な価値観を受け入れることができる自立した市民に相応しい幅広い教養を修めて

いる。 

７．体験的な学びを通じて、福祉分野の知識・技能を能動的に修得している。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．国内外の社会に貢献しうる、多様なコミュニケーション能力及び、ネットワーク形成

や問題解決に関わる技術・技能を修得している。 

９．社会福祉士をはじめ、精神保健福祉士、スクールソーシャルワーカー等の福祉分野の

資格取得に求められる基本的な技術・技能を身に付けている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 
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福祉実践学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、授業科

目を（１）学科科目、（２）学部共通科目で編成する。更に学科科目を①必修科目、②基

本科目、③社会福祉専門科目、④精神保健福祉専門科目に区分し、体系的に教育課程を編

成する。 

（１）学科科目 

①必修科目 

１年生から４年生にかけて開講される必修科目で構成する。 

１年生に「社会福祉入門」「地域ニーズ開発」、２年生に「相談援助演習１・２」、３年生

に「専門演習（基礎／応用）」等を配置し、自立した学修の態度や方法を学ぶと共に、自

らのうちに社会の様々な分野への興味や関心を喚起する。 

更に４年生に「卒業研究演習１・２」「卒業研究」を配置し、学科の専門性を深めさせる

とともに、４年間の学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

②基本科目 

１年生から４年生にかけて開講される選択科目で構成する。 

１年生に「現代社会と福祉２」等の実践的かつ学際的な科目を配置することで、積極的に

福祉的な課題を発見し、それを解決する態度や方法について学ぶ。 

２年生に「多摩地域福祉論」等の地域に立脚した科目を配置し、地域と世界のつながりを

理解し、物事をミクロからマクロまで含む多面的な視野で把握する判断力を養う。又、「実

践手話」等の科目も配置し、日本語並びに外国語、手話などの多様な言語表現、更にはノ

ンバーバルなものも含む表現力とコミュニケーション力を高めることで、国内外の社会に

おいて自らの考えを発信する力を養う。 

更に、３年生に「福祉インターンシップ１・２」等のキャリア科目や実習科目を配置し、

全学共通キャリア形成科目と連動させることで、自立した福祉職業人・福祉社会人として

将来について考え、社会において自らが果たすべき役割を意識化する。 

③社会福祉専門科目 

２年生から４年生にかけて開講され、社会福祉士資格取得に必要な科目で構成する。 

２年生に「相談援助実習指導１」、３年生に「相談援助実習」、４年生に「ソーシャルワ

ーク実習」等の選択科目を配置し、思想・理念・価値、特別な技術・技能の修得によって、

福祉職業人・福祉社会人として社会に貢献する能力を身に付けさせる。 

④精神保健福祉専門科目 

２年生から４年生にかけて開講され、精神保健福祉士資格取得に必要な科目で構成する。 

２年生に「精神保健福祉論２・３」、３年生に「精神保健福祉援助演習１」、４年生に「精

神保健福祉援助演習２・３」等の選択科目を配置し、思想・理念・価値、特別な技術・技

能の修得によって、福祉職業人・福祉社会人として社会に貢献する能力を身に付けさせる。 

（２）学部共通科目 

人文学部の各学科から提供される科目群である。他学科科目の履修をすることにより、幅

広い知識・能力を涵養し、自学科の学修に新たな視点と広がりを与えることを目的とする。 

２．教育方法の考え方 

（１）自発的な学修態度を促すために、幅広く知識・技術の修得・体験の機会を提供し、

知識と実践の結びつきの強化を図る。 

（２）社会において福祉の視点を持ち、社会の事象に着目し、自ら行動を起こせる福祉職

業人・福祉社会人を養成するために、学生の希望する卒業後の進路に基づいて、選択科目

である基本科目、社会福祉専門科目、精神保健福祉専門科目は、履修指導を徹底し、体系

的な履修を促す。 

３．評価方法の考え方 

（１）知識や技術の理解や修得に係る科目については、各科目の関連するディプロマ・ポ

リシーの到達目標に基づき評価を行う。 

（２）体験的・実践的な科目については、レポートや面接等により学生それぞれの理解の

深まりについて把握し、評価会議等を行い適切かつ公正に評価を行う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 
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・高等学校までの教育において幅広く学び、教養教育及び専門教育を受けるために必要な

基本的な知識、生活者としての社会常識、情報検索などの社会生活に関する基礎的な技能・

技術を備えている。 

・社会の課題や問題に対して、社会福祉の視点から論理的に考えるための素養を備え、そ

れを口頭及び文章で表現することができる。 

・コミュニケーション能力を有し、他者と協力して社会に貢献したいという強い意欲や態

度を持っている。 
 

 

 

学部等名 経済学部経済学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

経済学部は、建学の精神である「和の精神のもと、世界に貢献する人を育成する」を実

現するため、グローバル社会を視野に入れて、経済の専門知識、問題解決のための教養と

コミュニケーション能力を備えた人材を育成する。本学部の目標は、企業活動を通じ社会

に貢献できる、地域の活性化・発展に貢献できる、社会生活に関わる現場で活躍できる等、

社会の多様なニーズに応えうると共に、それに必要な情熱と人間味を備えている人材を輩

出することにある。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．経済社会の諸問題に対して経済学的な視点で分析することができる。 

２．経済学に加えて法学・商学・会計学の知識とスキルを用いて、経済社会の諸問題に対

する解決策を提案することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

３．地域の経済社会的な課題を解決するために必要な制度上の知識と実践的手法を身に付

けている。 

４．経済社会の諸問題を世界的視野と歴史的視点で捉えることができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

５．所属する組織や社会における自らの役割と任務を認識し、主体的にこれらに貢献する

ことができる。 

６．議論などを始めとしたあらゆる場面において異なる意見を受け止め、理解することが

できる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

７．経済学の基礎知識を修得している。 

８．法学・商学・会計学の基礎知識及びビジネスの実践的な知識を修得している。 

９．文書又は口頭により、自らの考えを論理的かつ正確に伝えることができる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

１０．経済社会の動向を経済学に必要な数量的手法を用いて説明することができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

経済学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目を 
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（１）必修科目（２）選択必修科目（３）選択科目（４）キャリア選択科目に区分し、体系

的に教育課程を編成する。 

（１）必修科目 

初年次から４年次にかけて開講される必修科目で構成する。 

初年次に「基礎演習Ａ・Ｂ」等を配置し、経済社会を分析するために必要となる論理的思

考力の基礎を養成する。 

又、２年次に「地域参画ワークショップ」３年次にゼミナール科目「専門演習１Ａ／１Ｂ」

を配置し、経済社会を分析するために必要な思考力や表現力、コミュニケーション力、及

び経済社会の諸問題を多角的な視野から能動的に発見して、それらを解決する能力と態度

を養成する。 

更に、４年次にゼミナール科目「専門演習２Ａ／２Ｂ」「卒業研究」を配置し、４年間の

学修の集大成として卒業研究を完成させる。 

（２）選択必修科目 

２年次に開講される「ミクロ経済学１・２」「マクロ経済学１・２」のいずれかを選択必

修科目として配置し、経済社会の諸問題に対するグローカルな視点での洞察力や分析力を

養成する。 

（３）選択科目 

初年次から３年次にかけて開講される選択科目で構成する。 

初年次に「法律学概論１・２」２年次に「工業簿記１・２」３年次に「マーケティング１・

２」等の科目を配置し、経済学に加えて法学・商学・会計学の知識とスキルを用いて、経

済社会の諸問題を発見し、それらを解決する能力を養成する。 

（４）キャリア選択科目 

初年時から３年次にかけて開講される選択科目で構成する。 

初年次に「キャリアスキル特講１・２」を配置し、経済社会に貢献する専門的な知識を持

つ社会人を養成する。 

又、２年次から３年次にかけて「キャリアスキル１～６」を配置し、社会人として経済社

会で果たす役割を自覚させ、それを実現するための必要な能力を養成する。 

２．教育方法の考え方 

（１）実践躬行 

経済社会の諸問題を多角的な視野から能動的に発見して、それらの解決方法を探求する学

修機会を提供する。 

（２）社会科学分野の横断的な学び 

経済学に加えて法学・商学・会計学など、社会科学分野における幅広い視点に基づいた問

題解決能力を養うための学修機会を提供する。 

（３）地域社会との連携 

地域の経済社会で活動する人々との連携を通じて、専門教育での学びと経済社会とのつな

がりを理解できる実践的な学修機会を提供する。 

（４）最終到達目標の構成要件の検証による授業改善 

授業が科目の最終到達目標の構成要件を十分満たす内容になっているかを教授者自らが検

証しながら授業改善に努める。 

（５）カリキュラムの体系性の検証 

授業の体系をカリキュラムマップ等を活用して提示する。 

３．評価方法の考え方 

（１）最終到達目標の構成要件の明示 

科目の教育目標に適合した評価方法を採用するために、科目ごとに最終到達目標の構成要

件をシラバスに明示する。 

（２）最終到達目標の構成要件を基準とした成績評価 

成績評価は科目の最終到達目標の構成要件について行い、公正な成績評価の基準を示すこ

とに努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 
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・高等学校の主要教科について基礎的な知識や技能を身に付けている。 

・知識や情報を用いて問題を解決するための方法を自ら考え、他者に伝えることができる

素養を備えている。 

・主体的に勉学に励む意思を有している。 

・自己を成長させ他者と協力して社会に貢献するという意思を有している。 
 

 

 

学部等名 情報学部情報学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

情報学部は、社会の発展や情報技術の進化に柔軟に対応できる能力と、情報学に関わる

基礎知識や専門知識を有し、その基盤分野及び応用利用分野で幅広く活躍し、倫理観をも

って社会に貢献できる以下の人材を育成する。 

１．計算機/情報システムについての知識を有し、それらを構築・管理・保守する技術・技

能を身に付けた人材 

２．統計学・数理科学を中心とした文理を問わない周辺領域についての知識及びそれらを

探求する姿勢・態度を有する人材 

３．各分野に対応可能な実用的プログラミング能力を有し、活用することで課題解決でき

る人材 

４．幅広い教養を身に付け、社会の変化に対応した情報の活用を提案・具現化することが

できる人材 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．情報の柔軟な運用や分析、社会的技術的な課題への対応・対策等のスキルを有し、活

用することができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．社会や経済活動に関する周辺知識を有し、科学的思考により情報を多面的に捉えるこ

とができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．多様な人間や考え方から成る文化や習慣、さらに自己を理解した上で、倫理観を持っ

て能動的に行動・協調・協働することにより、情報を核とした社会の発展に貢献できる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

４．情報を扱う人間社会や、システムを構築し活用するための技術・制度・組織を理解し

ている。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

５．情報一般やコンピュータで処理される情報の原理を理解した上で、情報を扱う機械及

び機構を設計し、実現するための技術を身に付けている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

情報学がメタサイエンスであるという観点から、特に幅広い応用・利活用分野に対応する

ため、広範囲に渡る情報学のうち核となる知識・技能の獲得ができるよう、学科科目を基 

30

https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/
https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/
https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/


  

礎科目、基幹科目、発展科目、先進・先端科目、キャリア形成・技能養成科目、研究実践

科目に区分し、体系的に教育課程を編成する。 

（１）汎用的技能の修得 

学部の初年次教育として情報学への興味関心を促す科目を開設し、自律的学修態度を涵養

する。 

更に実験科目やプロジェクト実践科目を適切な学年に配置し、コミュニケーション力や多

様な人々との協働力を身に付けられるようにする。 

（２）社会や諸分野への応用・利活用を目指した学び 

社会的価値の創造を念頭に置いた情報通信技術の応用・利活用を知るために、幅広い分野

に興味関心を持つよう意図した科目を１年生から開設し、又、先端的な技術を知るための

専門科目を２年生以降に配置する。 

（３）プログラミング能力を基盤とした問題解決 

問題解決のための基盤としてのプログラミング能力の育成を目指し、１年生からプログラ

ミングの基礎・演習科目を配置し、２年生以降の実験科目やプロジェクト実践科目におい

て身に付けたプログラミング能力を活用する実習を実施する。 

又、将来の活用先を見据え、適切なプログラミング言語・手法を選択して修得できるよう

に科目やクラスを設置する。 

（４）数理科学・統計学に裏打ちされた情報学の体系的知識の獲得 

情報学は数学及び統計学と特に深く関連していることから、これらの基礎を修得できるよ

うに、体系的に数学・統計学関連科目を設置する。 

（５）「情報の扱い」に対する能力の育成 

飛躍的に増加するデータを情報として適切に活用し社会に価値を創造できるようにするた

め、データの収集、加工、蓄積、分析、変換、活用、表現、伝達といった技術を修得し、い

わゆる「情報の扱い」の基礎から応用までを学べるよう専門科目を体系的に整備する。 

（６）情報の原理を理解し、情報を扱う機械や機構を設計・実現する技術の修得 

情報学の基礎として情報の原理を理解した上で、コンピュータを始めとした情報を扱う機

械・機器やシステムの設計ができ、それらを実現・構築する技術を修得できるよう、体系

性・順序性を考えて必要な科目を配置する。 

（７）高度化された情報通信社会における先導者としての素養の獲得 

高度化された情報通信社会において先導者としての役割が果たせるようになるために、AI

や IoT、センシングといった理工学分野を中心とした技術の修得ができるよう、さらに倫

理観を持った上で、社会や経済活動、人間活動を取り巻く環境についての理解が深められ

るよう、学科科目を設置する。 

２．教育方法の考え方 

（１）主体的な学び 

主体的・能動的な学びを自立して行えるよう、アクティブラーニングの手法を専門科目で

も取り入れる。 

（２）プログラミングによる問題解決 

全ての学生にプログラミングの技能を身に付けさせるために、修得レベルに応じた学修が

できるよう能力別クラスを設定する。問題解決を実践的に学べるよう、プロジェクト学習

を取り入れる。 

（３）実験・演習による体験的な学び 

実験科目や演習科目における実体験を通じ、知識や技能の理解・定着を深めさせる。更に、

実験や演習で実施する問題解決の過程や結果を説明する機会や場を設けることにより、理

解度を確認するとともに、その深化を促進させる。 

（４）協働的な学習や体験 

コミュニケーション力をはじめとする情報通信技術の関わる業界において必要とされる汎

用的能力の基礎を身に付けるため、適宜グループワークを実施する。グループワークでの

活動を通じ、多様な特性を持つ人々との協働や、その中での様々な役割を経験させる。 

（５）履修モデルの提示と指導 

人材に対する産業界のニーズに応え、又学生の目指す自己実現の在り方にも配慮し、４年
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間に渡って効果的な履修ができるよう履修モデルを提示する。その上で、学生個々の特性

を評価し、適切な履修モデルの選択ができるよう個別指導を行う。又、関連する全学共通

教育科目の履修を促す。 

３．評価方法の考え方 

（１）到達目標の明示 

全ての科目で、学修体系や履修モデルにおける位置付けを意識した到達目標を明示し、自

己評価も客観的にできるよう到達度の基準を示す。 

（２）主体的な学びの成果を評価するためのルーブリック等の活用 

主体的な学びの成果を公平に評価できるよう、特に定性的な評価が要求される課題・科目

については、ルーブリック等を積極的に活用する。 

（３）レポートによる評価 

問題を発見した上でモデル化し、適切なアルゴリズムや解法を選択できているかを確認す

るため、実験科目やプロジェクト実践科目においてレポートによる評価を実施する。 

（４）卒業研究の評価 

卒業研究の実施及び卒業論文の作成を通じて、（ａ）体系的な知識・技能の習得ができた

こと、及び（ｂ）その知識・技能を生かして問題発見・解決ができること、を評価・確認

する。又、４年間の学修の成果を総合的に計測するため、複数教員による客観的総括評価

をルーブリック等を活用して行う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・入学後の修学に必要な基礎学力としての高等学校までの諸科目の知識を有している人。 

・課題解決のために情報機器を適切に選択する素養を備える人、又それらを活用するため

の基本的な技術や技能を有している人。 

・与えられた課題や問題の解決に向けて「論理的思考」と「柔軟な判断」ができる人、又

自身の思考や判断を適切に表現し伝えられる人。 

・複数の代替案から客観的に適切な選択肢を選ぶことができ、又その根拠を論理的に示す

ことができる人。 

・身近な課題を見付ける事ができ、その解決策を主体的に考える人。 

・情報学並びに周辺諸分野への深い関心を持ち、社会に積極的に貢献しようとする人。 
 

 

 

学部等名 教育学部教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育及び保育・幼児教

育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養を身に付けた教員、保育士及び教育・

福祉に創造的に関わる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．子どもや教育に関する状況の中から課題を発見し、関係者と協働しながら、課題の解

決のための重点や手立てを探究し、計画を立て、実行し、評価し、更に改善を進めていく

ことができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．人間や社会への深い洞察の下、子どもの資質・能力を豊かに発展させるため、学習指

導・生徒指導・学級経営や保育などの在り方を創造的に考える力や、状況に応じて的確に

判断する力を身に付けている。 
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３．学習指導・生徒指導・学級経営や保育などの在り方を論理的に説明し、協議すること

のできる表現力を身に付けている。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

４．子どもや教育をめぐる状況に関心を持ち、教育や保育の充実改善に主体的、協働的に

取り組むことができる。 

５．子どものよりよい成長発達を支える役割を自覚し、進んで学び、識見を豊かにし、専

門的、実践的な力量を高め続けることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．よりよい教育や保育を計画し展開するために必要な専門的な知識を理解している。 

７．教育や保育の基盤となる人間や社会等についての幅広い教養を身に付けている。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．学習指導・生徒指導・学級経営や保育などを効果的に進め、子どもの資質・能力を豊

かに発展させるために必要な技術・技能を身に付けている。 

９．教育や保育に必要な情報を適切に収集・選択し活用できる技術・技能を身に付けてい

る。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

教育学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを踏まえ、「小学校教員コース」

「教科専門コース（国語・社会・数学・理科・音楽・美術・保健体育・英語）」「特別支援

教員コース」「子ども臨床コース」の１１コースにおいて、教員免許及び保育士資格を取

得し、豊かな教養と専門的な知識や実践的指導力を備え教育者・保育者等として活躍でき

る人間を育成するための教育課程を体系的に編成する。教育課程は、（１）学科科目、（２）

学部共通科目で構成し、更に学科科目は①必修科目、②選択科目に区分する。 

（１）学科科目 

①必修科目 

１・２年生に、教育者・保育者に向けて子どもや教育に関する理論や制度等を学ぶ基礎的

な科目を配置する。又、全学年を通して〈手塩にかける教育〉を実現する少人数クラスと

して「教育学基礎演習」（１・２年生）、「教育実践ゼミ」（３・４年生）を配置し、討論

や考察、追究等を通して教育に対する深い理解や実践力を身に付けさせる。４年間の学び

の集大成として「卒業研究」を完成させる。 

②選択科目 

幅広い知識や実践的指導力を備えた教育者・保育者を育成できるよう、幼稚園、小学校、

中・高等学校の各教科、特別支援学校の一種免許状、保育士資格の取得に必要な教育の基

礎的理解に関する科目をはじめ、教科及び教科の指導法に関する科目、道徳、総合的な学

習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目、領域及び保育内容の指導法

に関する科目等を適切かつ体系的に配置する。又、２年生に「教育インターンシップ」を

配置し、各科目における理論の学修と学校・保育現場における実践を往還させながら教育

者・保育者としての視点や実践力を体験的に養う。 

（２）学部共通科目 

教育者・保育者としての必要な知識や実践的指導力とともに、高次の教養を身に付けさせ

るため、思想、言語、歴史、文化、社会、情報等に関する科目を選択科目として配置する。 

２．教育方法の考え方 

学生が教育者・保育者となるために必要な資質・能力を身に付け高めることができるよう、

科目の特質を踏まえ、次のような指導方法の工夫に取り組む。 

（１）学生の主体的・対話的・深い学びが成り立つよう、将来の進路との関わりを視野に
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置きつつ、学修への見通しをもたせたり振り返ったりすること、学修の対象と双方向で関

わり追究を深めること、知識を関連付けてより本質的な理解に達すること、問題を発見し

解決に取り組むことなどを重視する。 

（２）理論と実践との往還、大学での学修と現実社会との相互のつながりを重視する。 

（３）学生の学修の状況や成績評価を踏まえて、指導の計画や方法の工夫改善に努める。 

３．評価方法の考え方 

（１）シラバスにおいて各科目の教育目標を明示するとともに、学生の主体的、計画的な

学修に資するよう到達目標／行動目標を併せて示す。 

（２）各科目の教育目標に準拠した成績評価を行う。その際、科目の特質に即して成績評

価の規準を明確にするよう努める。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・教育活動をするうえで必要な技能についての基礎的な資質・能力を有している人。 

・学校教育又は保育・幼児教育の主体的な学習を経て自己を確立し、多様な人々と適切な

コミュニケーションをとることができる人。 

・教育や関連する領域において適切に思考・判断する基礎的な資質・能力を有している人。 

・保育や教育に関心をもち、真摯に学習する態度とその分野の仕事をしたいと意欲を有し

ている人。 

・学校教育又は保育・幼児教育を学習する基礎的学力や理解能力を有している人。 
 

 

 

学部等名 経営学部経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

経営学部は、経営の全体像と専門分野で身に付けたスキルを生かし、情報化、国際化、

社会発展への貢献など多様化する企業及びその他の組織体の行動様式を広く科学的、実践

的に捉え、経営の進路を創造的に切り拓く、豊かな人間性を備えた人材を育成する。同時

に高い教養と常識、経営の専門知識と技能を持ち、経営に関する問題の発見とその解決能

力を身に付け、広い視野と協調性に富み、企業・その他の組織体並びに社会に貢献できる

人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．経営学の知識を生かしながらも、硬直的な理論にとらわれず柔軟な行動をとることが

できる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．経営学の知識を用いて論理的かつ柔軟に思考することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．世の中の動きに関心を持ち、地域社会の一員として貢献できる能力を身に付けている。 

４．社会人、企業人又は組織人として生涯自発的に学ぶ能力を身に付けている。 

５．人間関係と組織活動を重んじ、グループの一員として、同僚と協働して作業を行うこ

とができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

６．正しい経営活動における知識と技術を理解し、実践及び表現することができる。 

７．企業及びその他の組織体の社会的責任と統治能力を理解することができる。 
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【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

８．科学的な調査・分析手法を用いて論理的に物事を理解することができる。 

９．身に付けた経営学の知識を生かし、企業活動に役立てることができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

経営学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するため、学科科目を（１）

基幹科目、（２）学科専門分野科目、（３）キャリア開発関連科目に区分し、体系的に教

育課程を編成する。 

（１）基幹科目 

１年生から４年生にかけて開講される科目で構成する。１年生に「経営基礎１・２」、２

年生に「経営基礎３・４」を中心に必修科目として配置し、経営学の基礎を修得させる。

又、３年生に「ゼミナール１・２」、４年生に「ゼミナール３・４」「卒業研究」を必修科

目として配置し、専門性を深めさせるとともに、４年間の学びの集大成として卒業研究を

完成させる。 

（２）学科専門分野科目 

経営学部の基礎理論を基に、実践的な体験学習の機会を多く設け、①多摩ブランド創生、

②観光・ブライダル、③事業承継・起業、④金融・会計プロフェッション、⑤高度実務人

材育成の各コースで、経営管理、マーケティング、会計学の各分野を横断的に学修させる。 

①多摩ブランド創生コース 

「流通論基礎・応用」「地域ブランド論」「消費者行動論」等のマーケティング分野の科

目の履修を中心に、多摩地域に立脚した学修を通して、多摩地域と世界のつながりを理解

し、物事をグローバルに把握する判断力を育成する。 

②観光・ブライダルコース 

「観光マーケティング論」「ブライダル・マーケティング論」「ホスピタリティ・マネジ

メント論」等のマーケティング分野の科目の履修を中心に、理論と実務の両面から、サー

ビス業で活躍するための知識とスキルを修得させる。 

③事業承継・起業コース 

「ファミリービジネス論」「イノベーション実践論」「起業マネジメント論」等の経営管

理分野の科目の履修を中心に、起業教育を軸にした実践的かつ学際的な学びを通して、多

角的な視野から積極的に課題を発見し、解決する態度や方法を修得させる。 

④金融・会計プロフェッションコース 

「コンピュータ会計」「原価計算論」「財務諸表分析」等の会計学分野の科目の履修を中

心に、会計や財務の知識を修得させ、金融機関や会計系専門職において求められる資質を

涵養する。 

⑤高度実務人材育成コース 

「企業論」「経営組織論」「経営戦略論応用」「国際経営論」等の経営管理分野の科目の

履修を中心に、経営に関する公的な資格の取得や特別な技術・技能の修得によって、専門

的な職業人として社会に貢献する能力を育成する。 

（３）キャリア開発関連科目 

２年生から３年生にかけて開講される選択科目で構成する。２年生に「キャリア開発１・

２」、３年生に「キャリア開発３・４」を配置し、又、全学共通キャリア形成科目と相互

に補完させて、社会的に自立した自己の将来像について考える機会を提供し、社会におい

て果たすべき役割を自覚させる。 

２．教育方法の考え方 

（１）実践躬行（アクティブ・ラーニング等） 

アクティブ・ラーニング等を用いた科目を通じて、実践的かつ能動的な知識や技術を身に

付けながら、学生自身が課題を発見し、解答を探求する体験的な学修環境を整える。それ
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以外の科目でも可能な限り学修者中心の学びの機会を提供することに努める。 

（２）地域社会との連携 

地域社会の様々な分野の人々との連携を通じて、学内だけでは学ぶことのできない実践的

な学修を促進する。 

（３）コース別授業カリキュラムの展開 

卒業後の進路意向に基づき、入学後に、①多摩ブランド創生、②観光・ブライダル、③事

業承継・起業、④金融・会計プロフェッション、⑤高度実務人材育成の５コースから１つ

を選択させ、体系的に履修させる。 

３．評価方法の考え方 

（１）到達目標と評価方法の明示 

コースごとに履修モデルを提示し、科目ごとに到達目標と評価方法を明示する。これによ

り、自己評価も客観的にできるよう基準を示す。 

（２）卒業研究の評価 

「卒業研究ガイドライン」に基づく卒業研究の作成を通じて、（ａ）経営に関する専門知

識と技能を修得しているか、（ｂ）企業経営に関する問題発見と解決能力を身に付けてい

るか、という視点を中心に総合的に評価を行う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・高等学校までの教育の成果として、大学における教養教育及び経営学部経営学科におけ

る経営に関する専門教育を受けるために必要な基本的な知識・技能を修得している。 

・多摩地域及び他地域を含めた実社会の課題や問題に対して、幅広く論理的に考える素養

を備え、その考えを自身でまとめ、他者に伝えることができる。 

・経営に関する実践的な学びに能動的に取り組み、様々な課題や問題に対して、自ら主体

的に考え、解決に向けた行動を取るための素養を備えている。 

・大学での学びを経て自己を確立し、他者と協力して社会に貢献したいと強い意欲を有し

ていて、かつ、以下のような経営学部の 5 つのコース・カリキュラムに対応した興味・関

心及び意欲を有している。 

１．地域の活性化や住民の生活満足の向上に意欲のある人。 

２．観光をはじめ、ホスピタリティ、ブライダルビジネスなどサービス業に興味、関心の

ある人。 

３．起業や新規事業の立ち上げ、企業の事業承継について必要な知識を学ぶ意欲のある人。 

４．会計や財務の知識を身につけて金融機関や会計のプロフェッショナルを目指す意欲の

ある人。 

５．経営学の学習と実践を通じて実務家としての基本能力を高め、民間企業及び官公庁の

即戦力として活躍できる人材を目指す意欲のある人。 
 

 

 

学部等名 デザイン学部デザイン学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．デザインの本質の一つである実現可能な「企画」を提案する能力と様々な分野に応用・

展開できる能力を身に付けた人材を育成する。 

２．培われた説得力のある「表現力」を発揮して、社会に貢献できる基礎能力を身に付け

た人材を育成する。 

３．あらゆる場面で「企画力」と「表現力」を活かし、社会における自分の責任と価値を

見いだすことのできる人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 
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（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

分析力・発想力・統合力=企画力 

１．身の周りの生活や社会を調査・分析し、自ら課題を発見することができる。 

２．調査・分析をもとに様々なアイデアを発想することができる。 

３．課題を解決するためのアイデアを具体的かつ魅力的な企画にまとめることができる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

デザイン思考・社会貢献 

４．様々な社会に最適な「ヒト・コト・モノ」の関係性を創造的に思考し、判断すること

ができる。 

５．幅広い視野に立って判断し、社会の発展に貢献することができる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

社会に対する関心・工夫する力 

６．社会に対して幅広い関心を持ち、社会貢献につながる自らの目標を明確に定めること

ができる。 

７．困難に対してあきらめず、工夫と努力を続けることができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

デザインに関する知識・コミュニケーション力 

８．デザインの活動に必要な幅広い知識と教養を有している。 

９．デザインの活動に必要なコミュニケーションの意義と方法を理解している。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

美的構成力・プレゼンテーション力 

１０．企画やアイデアを、資料や具体案として美的に構成することができる。 

１１．企画やアイデアを明快にプレゼンテーションすることができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

デザイン学科では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科

目を（１）企画表現演習科目、（２）理論科目、（３）技術実習科目、（４）デザイン分野

演習科目、（５）キャリア科目、（６）デザインビジネス科目、（７）卒業研究、に区分

し、体系的に教育課程を編成する。 

全ての学科科目は、ナンバリングを付したカリキュラムマップ及びカリキュラムツリーが

示す通り、それぞれの役割を持つと同時に、学科のディプロマ・ポリシーと人材養成の目

的を確実に達成するために、樹状構造を成しながら、互いに連動・連携したかたちでカリ

キュラムの全体を構成する。 

（１）企画表現演習科目 

カリキュラムの中核となる一連の必修科目「企画表現１～６」を配置し、課題や問題を自

ら発見・解決する態度や方法について実践的に学ばせ、実社会で必要とされる企画力・表

現力を段階的に養成する。 

（２）理論科目 

１・２年生を中心とする早い段階で、デザインをする上で前提となる知識と教養を修得さ

せ、専門教育に臨むための素養を整える。 

（３）技術実習科目 

１年生を中心とする早い段階で、デザインをする上で前提となる表現技術、加工技術を修

得させ、資料や具体案を美的に構成するための基礎を身に付けさせる。 

（４）デザイン分野演習科目 
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２・３年生を中心とする中期の段階で、様々なデザイン分野の専門的な知識・技術・方法

について実践的・横断的に学習させる。 

（５）キャリア科目 

様々なデザイン分野で活躍する社会人や企業の現場に触れることで、社会に対しての幅広

い関心を高め、社会貢献につながる自らの目標を意識化させる。 

（６）デザインビジネス科目 

デザインと実際のビジネス、法律等との結びつきを学び、デザインの活動に必要な幅広い

知識と教養を身に付けさせる。 

（７）卒業研究 

身に付けてきた企画力・表現力を総合的に発揮し、身の回りの生活や地域・社会の抱える

課題や問題を調査・分析した上で、それらを解決する具体的な企画提案にまとめ発表させ

る。 

２．教育方法の考え方 

デザイン学科では、学生の学修を実践的かつ能動的なものにするために、（１）モノづく

りに偏らないデザイン教育、（２）科目間のつながりと流れを意識させる体系性をもった

教育、（３）実践躬行する機会の提供、（４）地域社会との連携、（５）検証による授業改

善、の考え方に基づき教育方法を構築する。 

（１）モノづくりに偏らないデザイン教育 

デザインを「企画力（分析力・発想力・統合力）」と「表現力（美的構成力・プレゼンテー

ション力・コミュニケーション力）」との総合的活動として捉え、狭い専門分野のモノづ

くりに偏らない、実社会で必要な力を段階的に身に付けさせる。 

（２）科目間のつながりと流れを意識させる体系性をもった教育 

科目間の連動と連携を重視し、カリキュラム全体がディプロマ・ポリシーの達成に向けた

大きな流れであることを常に意識させるような教育方法によって、デザインを体系的かつ

総合的に学修させる。 

（３）実践躬行する機会の提供 

基幹科目を中心に、アクティブ・ラーニング等の実践的かつ能動的な学修方法によって、

学生が自ら課題や問題を発見し、それを解決する方策を探求する機会を提供する。そうし

たプロセスを様々なテーマのもとで繰り返し経験させる。 

（４）地域社会との連携 

地域社会と直接関わる産学公連携によるプロジェクト等を通じて、学内だけでは学ぶこと

のできない実践的な学習を促進すると共に、実社会への興味や関心を高め、将来社会人と

して自らが果たすべき役割を明確にさせる。 

（５）検証による授業改善 

授業の教育目標の達成状況を、複数の評価基軸と中間的到達目標に沿って検証し、改善に

努める。中でも１年生の必修科目等については、確実に目標を達成させる。 

３．評価方法の考え方 

デザイン学科では、公正な評価を伴う学修を促進するために、（１）授業の目的と到達目

標の明示、（２）評価基軸と点数配分の設定、の考え方に基づき学修の評価方法を設定す

る。 

（１）授業の目的と到達目標の明示 

授業の目的を明確に定めた上で、その授業の最終的な到達目標を設定し、それらを学生に

明示する。 

（２）評価基軸と点数配分の設定 

到達目標に応じた評価基軸と点数配分を定め、受講態度等も含めて総合的かつ客観的に評

価する。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

・大学における教養教育及びデザイン学科の企画や表現に関する専門教育を受けるために

必要な基礎学力と表現技能を有している。 
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・ものごとを筋道立てて考えながら判断し、自分の考えやアイデアを企画提案としてまと

め、他者に分かりやすく魅力的に表現する素養を備えている。 

・課題や問題に対して自ら積極的に取り組み、解決に向けて粘り強く努力する素養を備え

ていると共に、実践的な学びを通じて自己を確立し、他者と協力しながらデザインの力を

社会に活かしたいという意欲を有している。 
 

 

 

学部等名 心理学部心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

心理学部では、実践的教養としての心理学に関する専門的知識及び技能をもって社会に

貢献できる以下の人材を育成する。 

１．人間一般の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身に付けた人材 

２．社会集団の特性を心理学的に評価・理解する技能・手法を身に付けた人材 

３．青年期・成人期を対象としたアセスメント及びカウンセリングの理論と技能を身に付

けた人材 

４．幼児期・児童期を対象としたアセスメント及び臨床的介入の理論と技能を身に付けた

人材 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

【課題発見・解決】 

（実践躬行の体験教育を通した統合的学修による課題発見・解決力） 

１．実習で体験的に修得した方法論や技法を駆使して、独力で問題を発見し、その問題に

対処できる。 

【思考・判断】 

（グローバルな思考に基づく社会貢献） 

２．外国語文献の読解も含むグローバルな探究で得られた最新の知見を活用して、個人・

集団・地域社会等の現実的な諸問題に対処できる。 

【関心・意欲・態度】 

（自己確立による社会貢献） 

３．科学的・実証的探究の成果としての卒業研究の完成に繋がる４年間の学びを通じて、

自ら目標を見出し、その目標を達成するために自律的・計画的に行動することができる。 

【知識・理解・表現】 

（社会を支える幅広い教養） 

４．心理学の学びから培われるバランスのとれた人間観に基づき、他者を理解し社会内存

在として自己を相対化できる。 

５．科学的探究としての卒業研究を通じて、説明やプレゼンテーションによる相互理解を

実現できる。 

【技術・技能】 

（社会貢献に結びつく資格並びに特別な技術・技能） 

６．心理学の学びを通じて培われた実践的教養としての論理的思考やコミュニケーション

によって、社会の多様な場面での価値創造や相互理解構築に貢献できる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

１．教育課程編成の考え方 

心理学部では、人材養成の目的及びディプロマ・ポリシーを達成するために、学科科目を

（１）基礎科目、（２）基幹科目、（３）発展科目、（４）臨床実践科目、（５）キャリア

形成科目、（６）研究実践科目に区分し、体系的に教育課程を編成する。 
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このカリキュラムは、「心理学の専門的な仕事をするために必要な基礎学力と技能とを修

得している」ことを保証する公益社団法人日本心理学会の「認定心理士」資格、並びに、

その上位資格である「認定心理士（心理調査）」資格に準拠している。 

又、「公認心理師資格の取得のために学部で修得しておくべき科目」をも網羅しているた

め、卒業生は大学院に進学するなどして公認心理師の資格取得を目指すことができる。 

（１）基礎科目 

１年生から２年生にかけて開講される必修科目で構成する。 

１年生に「心理学概論Ａ」「心理学概論Ｂ」「心理学研究法」、及び少人数制で実施され

る「心理学統計法１」「心理学統計法２」、２年生に少人数制で実施される「心理学実験」

「心理的アセスメント」等を配置し、心理学の全体像を理解させるとともに、３年生以降

の専門的な授業を理解するために必要な基礎知識を修得させる。 

（２）基幹科目 

１年生から２年生にかけて開講される、心理学の幅広い分野の選択科目で構成し、学生各

自の卒業後の進路計画に基づき、２０単位以上を選択履修させる。 

（３）発展科目 

専門科目を①人間科学、②産業・社会、③カウンセリング、④発達支援の４分野に区分し

て３年生に配置し、学生各自の卒業後の進路計画に基づき、科目を選択履修させる。 

（４）臨床実践科目 

全て３年生に開講される科目で構成し、「心理演習」「心理実習」等の選択科目を配置す

ることで、実際の臨床の場における実践能力を修得させる。 

（５）キャリア形成科目 

心理学部での学びが社会的自立に円滑に結びつくように、３年生に「心理学で拓くキャリ

ア」を選択科目として配置する。 

（６）研究実践科目 

３年生から４年生にかけて「専門演習１Ａ～２Ｂ」「卒業研究」を必修科目として配置し、

専門的学修の最終成果である、科学的・実証的な卒業研究を完成させる。 

２．教育方法の考え方 

心理学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーの下で学生が修得すべき内容

を教育するために、 

（１）「知識・技術・技能の修得」、「学生の気づきや成長の援助」等、個別の科目の教育

目標と学生が達成すべき具体的目標とをシラバスに掲げる。 

（２）それらの目標を達成するのに相応しい教育方法（実習・演習・講義など）を採用し

て計画的に授業を実施する。 

（３）各回の授業における学生の理解度やリアクション・ペーパーの記載内容等を参照し

つつ授業のあり方を随時改善する。 

（４）学生による授業評価のうち心理学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリ

シーを踏まえた合理的な指摘を参照して当該科目における教育方法を再検討する。 

３．評価方法の考え方 

（１）心理学部のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく個々の科目の

教育目標に適合した評価方法を採用する。そのため、科目ごとにその到達目標をその構成

要件とともにシラバスに明示し、成績評価はその目標及び構成要件に基づいて行う。例え

ば、知識・技術・技能の修得を目標とする科目では、それらの定着を問う試験を実施し、

学生の気づきや成長を促す科目では、それらを捉えるためのレポート提出を求める。 

（２）各科目の教育目標に照らして適切な内容の評価方法、適切な回数の評価機会を設定

し、評価方法をシラバスに明示して、学生に当該科目の学修上の力点を周知する。 

（３）上記２要件を充たした上で、①各回の授業内容について学生に論述を求める等、授

業ごとの達成を成績に反映させること、②授業の進行に伴って、確認テストを行い自己採

点させる等、学生が自らの学修の深度を適宜確認できる機会を提供することを通じて、学

生の日々の学びの状況を捉えたきめ細かい成績評価を目指す。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 
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・国語、数学、英語の基礎学力を備えている人。 

・｢私｣や自己の内面としての｢心｣にだけでなく、人間同士や人間と環境との関わりとして

の｢心｣にも眼を向けられる、幅広い視野を持つ人。 

・｢文系｣や｢理系｣の枠にとらわれず、実験、検査、調査、統計処理、外国語文献読解など、

人間を理解するための様々なスキルの修得に意欲的に取り組める人。 

・心理学の専門科目の授業に、常に真剣に取り組める人。 

・心理学の特定の一領域にだけでなく、多様な領域や考え方に関心を持って幅広く学びた

いと考える人。 

・友人や教員と協調して、自ら目標を定め計画的に学びを深めて行ける人。 
 

 

 

学部等名 教育学部教育学科（通信教育課程） 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

 教育学部は、人間に対する深い洞察力と共感的態度を養い、学校教育及び保育・幼児教

育についての専門的な知識と技能並びに幅広い教養を身につけた教員、保育士及び教育・

福祉問題に創造的に関わる人を育成する。また、社会全体の教育力を向上させる社会教育

の専門家（司書、社会教育主事）や生涯学習の場などにおいて幅広く教育的な仕事に関わ

る人材を育成する。 
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

（知識・理解） 

1.教育の歴史理解を踏まえ、教育について多様な考え方があることを知り、自らの教育観

を形成することができる。 

2.学校教育、保育・幼児教育、社会教育または生涯学習に関する専門的知識を有している。 

（思考・判断） 

3.教育指導者としての資質を身に付け、教育現場や関連する領域において応用することが

できる。 

4.教育的関わりにおいて思慮深く創意工夫をすることができる。 

（関心・意欲） 

5.幼児・児童・生徒を観察し、その人間性を理解しようとする。 

6.教育指導者としての技術を教育的関わりに応用しようとする。 

（態 度） 

7.幼児・児童・生徒と適切にコミュニケーションをとることができる。 

8.社会生活を営むうえで他者と適切にコミュニケーションをとることができる。 

（技能・表現） 

9.議論の場において、他者の意見を理解しつつ自らの意見を的確に表現することができる。 

10.学校教育または保育・幼児教育における指導案の作成・教材研究・授業実践をすること

ができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

教育の理論の修得とともに実践的な教育により学校教育、保育・幼児教育、社会教育ま

たは生涯学習に関する専門的知識を学ぶ。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/） 

（概要） 

（知識・理解） 

１.学校教育、保育・幼児教育、社会教育または生涯学習に関して、学習する基礎的学力や 
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理解能力を有している人。 

（思考・判断） 

２.教育や関連する領域において適切に思考・判断する基礎的な資質・能力を有している人。 

（関心・意欲） 

３.保育や教育に関心をもち、その分野の仕事をしたいという意欲を有している人。 

（態度） 

４.多様な人々と適切にコミュニケーションをとることができ、真摯に学習する態度を有し

ている人。 

（技能・表現） 

５.教育活動をするうえで必要な技能・表現についての基礎的な資質・能力を有している人。 
 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/ 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 6人 － 6人 

理工学部 － 37人 17人 2人 1人 0人 57人 

人文学部 － 27人 8人 10人 3人 0人 48人 

経済学部 － 17人 9人 0人 0人 0人 26人 

情報学部 － 9人 11人 0人 0人 0人 20人 

教育学部 － 79人 27人 1人 1人 0人 108人 

経営学部 － 18人 2人 0人 0人 0人 20人 

デザイン学部 － 9人 4人 0人 2人 0人 15人 

心理学部 － 9人 9人 0人 0人 0人 18人 

附置研究所 － 5人 5人 0人 0人 0人 10人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 762人 762人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.iag.meisei-u.ac.jp/meuhp/KgApp 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

理工学部 400 人 394人 98.5％ 1,600 人 1,630人 101.9％ 若干名 1人 

人文学部 340 人 368人 108.2％ 1,470 人 1,729人 117.6％ 若干名 0人 

経済学部 260 人 266人 102.3％ 1,080 人 1,201人 111.2％ 若干名 0人 

情報学部 140 人 150人 107.1％ 560人 628人 112.1％ 若干名 0人 

教育学部 350 人 372人 106.3％ 1,370 人 1,559人 113.8％ 若干名 0人 

経営学部 200 人 215人 107.5％ 800人 893人 111.6％ 若干名 0人 

デザイン学部 120 人 128人 106.7％ 480人 516人 107.5％ 若干名 0人 

心理学部 120 人 130人 108.3％ 360人 388人 107.8％ 若干名 0人 

教育学部（通

信教育課程） 2,000 人 104人 5.2％ 8,000 人 4,264人 53.3％ 若干名 134人 

人文学部（通

信教育課程） －人 －人 ％ －人 16人 ％ － －人 

合計 3,930 人 2,127人 54.1％ 15,720 人 12,824人 81.6％ 若干名 135人 

（備考） 

 人文学部（通信教育課程）： 平成 22年 4月 募集停止 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

理工学部 
355人 

（100％） 

29人 

（8.2％） 

291人 

（82.0％） 

35人 

（9.9％） 

人文学部 
412人 

（100％） 

11人 

（2.7％） 

339人 

（82.3％） 

62人 

（15.0％） 

経済学部 
231人 

（100％） 

4人 

（1.7％） 

198人 

（85.7％） 

29人 

（12.6％） 

情報学部 
99人 

（100％） 

3人 

（3.0％） 

89人 

（89.9％） 

7人 

（7.1％） 

教育学部 
392人 

（100％） 

2人 

（0.5％） 

306人 

（78.1％） 

84人 

（21.4％） 

経営学部 
196人 

（100％） 

1人 

（0.5％） 

184人 

（93.9％） 

11人 

（5.6％） 

デザイン学部 
91人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

74人 

（81.3％） 

17人 

（18.7％） 

合計 
1,776人 

（100％） 

50人 

（2.8％） 

1,481人 

（83.4％） 

245人 

（13.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

学部学科の授業科目ごとに、全学的に統一した書式で授業計画（シラバス）を作成している。

記載項目としては、「科目名」「担当教員」「授業形態（講義、演習、実験・実習）」「授業

科目の教育目標」「授業計画・概要」「学生の行動目標・到達目標」「評価の方法・総合評価

割合」「テキスト、教材、参考図書」「履修上の注意事項や学習上の助言」等であり、学生の

授業科目受講の準備や授業科目選択に資する内容となっている。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 成績評価は、明星大学学則において、「各授業科目の試験成績の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ又

はＦで表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とし、Ｆを不合格とする」とし、合否判定科目の成績評

価、評価基準を定めている。また、通信教育課程では、明星大学通信教育部教則において、成

績の評価は、優、良、可、不可で表し、優、良、可を合格とし、不可を不合格とすることを規

定している。 

 学位授与に関する条件は、明星大学学則及び明星大学通信教育部学則にて、在学年数及び修

得単位数、そして大枠の科目区分ごとの必要単位数を定めている。これを受けて、明星大学教

則及び明星大学通信教育部教則において、学部学科ごとに、具体的・詳細な必要単位数の内訳

等を定めている。これら規程で定められている卒業要件は、『履修の手引』等を通じて学生に

明示されている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

理工学部 総合理工学科 124単位 有・無 単位 

人文学部 

国際コミュニケー

ション学科 
124単位 有・無 単位 

人間社会学科 124単位 有・無 単位 

日本文化学科 124単位 有・無 単位 

福祉実践学科 124単位 有・無 単位 

経済学部 経済学科 124単位 有・無 単位 

情報学部 情報学科 124単位 有・無 単位 

教育学部 教育学科 124単位 有・無 単位 

経営学部 経営学科 124単位 有・無 単位 

デザイン学部 デザイン学科 124単位 有・無 単位 

心理学部 心理学科 124単位 有・無 単位 

教育学部 

（通信教育課程） 
教育学科 124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/campus/ 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

理工学部 総合理工学科 940,000円 250,000円 400,000円  

人文学部 

国際コミュニケ

ーション学科 
800,000円 250,000円 350,000円  

人間社会学科 800,000円 250,000円 350,000円  

日本文化学科 800,000円 250,000円 350,000円  

福祉実践学科 800,000円 250,000円 350,000円  

経済学部 経済学科 700,000円 250,000円 250,000円  

情報学部 情報学科 940,000円 250,000円 400,000円  

教育学部 教育学科 800,000円 250,000円 350,000円  

経営学部 経営学科 700,000円 250,000円 250,000円  

デザイン学部 デザイン学科 940,000円 250,000円 400,000円  

心理学部 心理学科 800,000円 250,000円 350,000円  
教育学部 

（通信教育課程） 
教育学科 108,000円 30,000円 6,000円 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 入学直後のつまずきを防ぐため、1年生全員が履修する全学共通科目「自立と体験１（大

学生活の基盤をつくる）」において、欠席が 2回続いた学生に対して明星教育センターの教

員が本人に連絡をして、その後の授業の出席を促している。また、対象となった学生の一覧

を学部学科に提供し、情報の共有を行っている。この科目以外にも留年者を減少させるため

に、出席状況に問題のある学生については、学部支援室が実態を把握し、学部支援室職員が

本人と、事例によっては保護者に連絡・面接を行って出席確保のための指導にあたってい

る。この情報は教員にも提供され、多くの学科ではゼミ教員が面接・指導を行って、留年防

止に努めている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

正課の授業科目としては、「全学共通キャリア形成科目」群を開設している。ここでは、

全学共通科目である「自立と体験１（大学生活の基盤をつくる）」「自立と体験２（社会の

課題と出会う）」に連続する科目として、「自立と体験３Ａ（社会人としての基礎をつく

る）」「自立と体験３Ｂ（就業力を身につける）」「キャリアデザインＡ（理論で考える自

己とキャリア）」「キャリアデザインＢ（生き方と法律・労働・お金）」などを開講し、学

生一人ひとりが自らの将来像を見据え、その実現のために必要な準備をするように指導して

いる。 

また、学生が納得できる就職の実現のため、企業への就職を目指す学生については、キャ

リアセンターを中心に就職活動全般のサポートを行い、より適した業種・職種・企業を選択

できるよう、個人指導を重視した就職支援を行っている。講座・ガイダンスについては、低

学年からの早期就職準備講座や資格取得講座、インターンシップなどを学年進行に合わせて

実施するとともに、学生の希望に応じた多様な内容の講座・ガイダンスを年間 20 種類以上開

講している。また各学部・学科においても、学部・学科の特性に即したガイダンスを実施し

ている。 

教員や保育士を目指す学生については、教職センターを中心に、履修相談、学外実習の 
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手続き、免許・資格申請、採用試験対策講座の実施など、総合的なサポートを行ってい

る。また、校長等実務経験を有する教員による、きめ細やかな実習の事前・事後指導や教

員採用試験対策を行っていることから、私立大学では有数の教員・保育士採用実績をあげ

ている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康保持・増進及び安全衛生の配慮として、本学では、総合健康センター

を設置している。総合健康センターは、保健管理室、学生相談室、診療所で構成され、多

様化や質の変化に伴い身体のみならず心の問題を抱えた学生への対応ができるよう、保健

管理業務及び学生相談業務が行える体制を整えている。 

保健管理室では、校医と看護師による学生を対象とした保健相談・健康相談を、学生相

談室では臨床心理士による学生を対象としたカウンセリングを行っている。 

また、体育館内にあるフィットネスルームでは、様々なトレーニング機器等を設置し、

専属トレーナーやスタッフによる指導の下、学生が利用できる環境を整備しており、健康

増進に役立っている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.meisei-u.ac.jp/johokokai/ 
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